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今を駆け抜け未来を掴め　～感謝を込めた全国プレー～

高野連Fマーク
高等学校野球連盟旗は、戦後の混

乱期を経て、高校野球が復活したと

きに制定され、昭和２４年（１９

４９年）の第２１回選抜高等学

校野球大会より掲揚されました。ホー

ムベースに白球を型どったこの旗の意

味については、真ん中のFが

Federation（フェデレーション＝連

盟）の頭文字であるとともに、

Friendship（フレンドシップ＝友

情、友愛）・Fairplay（フェアプレイ

＝公正健闘）・Fight（ファイト＝

闘志）を表しています。

また、中央のFの文字が斜めになっているのは、若人の躍動を表し、ホーム

ベースの白は「清純（純真）」、赤は「情熱・エネルギー」、紫は「崇高」を意

味していると言われています。

年 間 計 画

宮城県高等学校野球連盟

http://www.miyagi-kouyaren.com/
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宮城県高等学校野球連盟規約 

 

第１章 名称および事務局 

第１条  本連盟を宮城県高等学校野球連盟と称する｡ 

第２条 本連盟の事務局を会長又は理事長勤務の学校内に置く｡ 

 

第２章 目的および事業 

第３条 本連盟は本県高等学校野球の健全な発展を図ることを目的とする。 

第４条 本連盟は前条の目的を達成するために次の事業を行なう｡ 

    １ 高等学校野球大会の開催 

    ２ 高等学校の野球に関する調査ならびに指導奨励 

    ３ その他連盟の目的達成に必要な事項 

 

第３章 組      織 

第５条 本連盟は宮城県内にある加盟高等学校野球部（硬式・軟式）を以て組織する。 

第６条 本連盟は、東北地区高等学校野球連盟および日本高等学校野球連盟に加盟するものとする。 

第７条 本連盟は、事業と会務の円滑な推進のために次の専門部を置く。専門部に関する規定は別途定める。 

１ 総務部    ２ 財務部   ３ 普及振興部  ４ 強化育成部  

５ 審判規則部  ６ 情報部   ７ 監督部    ８ 健康管理部 

第８条 本連盟は、円滑な事業遂行のために次のことを定める。 

    １ 県内を次の四地区に分け、各地区に支部を置く。各地区の所属校は別途定める。 

      南部  中部  東部  北部 

    ２ 加盟校の顧問は、いずれかの専門部に所属し事業の推進を図る。 

３ 大会ごとに運営委員会を設置する｡ 

        ４ 軟式野球の全加盟校をもって、軟式野球部会を構成する。軟式部会は本規約の下に別途規約を定め、会務を 

行う。 

    ５ 本連盟は附属審判団を組織し、その助成を通じて審判員の育成を図る。 

 

第４章 役     員 

第９条 本連盟に次の役員を置く。任期は２年とし、再任を妨げない｡ 

    １ 会   長  １ 名 

    ２ 副 会 長  ９ 名 

    ３ 理 事 長  １ 名 

    ４ 副理事長  ２ 名 

    ５ 事務局長  １ 名 

６ 事務局次長 １ 名 

    ７ 常任理事  ８ 名（各専門部委員長） 

        ８ 理  事 １７ 名（地区理事 １２名、軟式理事 ３名、審判理事 ２名） 

        ９ 監  事  ３ 名 
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第10条 会長および副会長は、評議員会において加盟高等学校長の中から推挙する｡ 

第11条 理事長・副理事長は理事会において人選し、評議員会に諮り決定する。監事は会長が委嘱する。 

第12条 第11条にある職の他で、地区理事は評議員会において地区毎に、軟式理事は軟式部会で、審判理事は附属審判 

団で、専門部委員長は各専門部会でそれぞれ選出し、評議員会で承認を得る。 

第13条 本連盟に顧問をおくことができる。顧問は理事会において推薦し会長が委嘱する。 

第14条 欠員補充の役員の任期は前任者の残任期間とする。 

    役員は任期が満了しても後任者が就任するまで職務を行なう。 

 

第５章 職     務 

第15条 役員は以下に定める職務を行う。 

    １ 会長は本連盟を統轄代表し、会務を掌る。 

    ２ 副会長は会長を補佐し、会長事故あるときその職務を代行する。また、各専門部長、各地区の支部長、副支

部長、軟式部の部会長を務める。 

    ３ 理事長は会務処理の責に任じ、理事会を主宰する。 

    ４ 副理事長は理事長を補佐する｡2名の副理事長のうち、1名は主に宮城県高野連を担当し、1名は主に東北地区

高野連を担当する。 

    ５ 事務局長は常時会務処理を統括する。 

    ６ 理事は常時会務の処理をする｡ 

    ７ 顧問は会長に対し必要な助言をする｡ 

    ８ 監事は会計を監査する｡ 

 

第６章 理  事  会 

第16条 理事会は、監事を除く役員で構成し、会長が招集し、下記の事項を審議する。 

    １ 大会の運営に関する事項｡ 

    ２ 評議員が附議する事項。 

    ３ 評議員会より委任された事項。 

    ４ 会計に関する事項。 

    ５ 選手資格の審査に関する事項。 

    ６ 緊急を要する事項｡ 

    ７ その他必要と認められる事項｡ 

第17条 会議の議長は会長とし、会長に事故があるときは副会長が務める。会長及び副会長ともに事故があるときは、理 

事長を議長とする。 

第18条 理事会は、構成員の半数以上が出席しなければ開くことができない。議決は、出席者の過半数以上をもってこれ

を決し、可否同数の場合は議長が決する。 

第19条 常任理事会は会長・理事長・副理事長・事務局長・常任理事をもって構成し、理事会、評議員会の開催日以前に

会長が招集し、下記の事項を審議する。 

    １ 理事会に提案する議題の審議及び確認。 

    ２ 緊急を要する議題の審議。 
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第７章 評 議 員 会 

第20条 評議員は加盟高等学校野球部長（責任教師）とする。 

第21条 評議員会は、監事を除く役員と評議員で構成し、毎年２回４月と12月に会長が招集し、開催する。その他会長が 

必要と認めたとき、又は理事会の要求があった場合、会長は臨時評議員会を招集する。 

第22条 評議員会において審議する事項は次のとおりである。 

    １ 事業計画及び予算に関する事項。 

    ２ 事業報告及び決算に関する事項｡ 

    ３ 本規約の改正。 

    ４ 理事会において採択した事項｡ 

    ５ その他必要と認められた事項｡ 

第23条 評議員会は、構成員の半数以上が出席しなければ開くことができない。但し、委任状は認める。議決は、出席者 

の過半数以上でこれを決し、可否同数の場合は議長が決する。 

 

第８章 経     理 

第24条 本連盟は各高等学校野球部の負担金、寄付金、その他の収入をもって運営する｡ 

第25条 加盟校は規定の負担金を納入する。金額は別途定める。 

第26条 本連盟の会計年度は毎年２月１日に始まり翌年１月３１日に終わる｡ 

 

第９章 附     則 

   この規約は昭和25年４月１日より施行。 

      昭和29年 一部改正   昭和33年 一部改正   昭和35年 一部改正 

      昭和42年 一部改正   昭和56年 一部改正   平成３年 一部改正 

            平成15年 一部改正   平成19年 一部改正   平成25年 一部改正 

      平成31年 一部改正   令和 3年 一部改正   令和 4年 一部改正 

令和5年 一部改正   令和7年 一部改正 

 

 

 

 

宮城県高等学校野球連盟軟式野球部会規約 

 

第１条 宮城県高等学校野球連盟に軟式部会を置く。 

第２条 軟式都会は宮城県高等学校野球連盟の軟式野球関係の事業について企画および運営にあたる。 

第３条 軟式部会には次の役員を置く。なお、任期は２年とし、再任は妨げない。 

     部 会 長  １名  常任委員長  １名  常任副委員長 ２名 

     常任委員 若干名  監事委員  若干名 

第４条 部会長は県高野連規約第４章第７条により選出される。 

第５条 常任委員長は常任委員の中から互選し、会務を執行する｡また、県高野連の理事を兼務する。 
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宮城県高等学校野球連盟附属審判団団則 

（名称及び事務所） 

第1条 本団は、宮城県高等学校野球連盟附属審判団（以下「高野審」という。）と称する。 

第2条 本団の事務所を団長宅に置く。 

（目的及び事業） 

第3条 本団は、宮城県高等学校野球連盟（以下「高野連」という。）主催の各種野球大会等に審判員を派遣し、学生 

野球の健全な発展と団員相互の親睦を図ることを目的とする。 

第4条 本団の目的達成のために次の事業を行う。 

１ 高野連主催等の試合に審判員を派遣すること。 

２ 審判技術向上のための必要な事業。 

３ その他目的を達成するための必要な事業。 

（組   織） 

第5条 本団は、高野連加盟学校長または野球部長の推薦を受けた者及び支部より推薦され、理事会において承認された

    者をもって構成する。 

１ 団員から休団の申し出が有ったときは、その事由を理事会で審議し、最長3年を目途に認めることができる。

ただし、休団期間は在籍年数に加算しない。 

第6条 本団の運営を円滑に行うために次の地区に支部を置く。 

１ 南部地区   ２ 中部地区   ３ 東部地区   ４ 北部地区 

第7条 本団の団員の確保及び育成・強化を図るため、広報・育成部を置く。 

１ 技術部は、審判技術の向上を図るため、各支部及び講習会において技術指導にあたる。 

２ 技術部は各支部推薦の4名と理事会推薦の2名の計6名をもって構成し、理事会において技術部長を指名する。 

３ 広報・育成部は、本団における広報、新人育成、審判技術強化等企画立案し、副団長がその任にあたる。 

４ その他、技術向上・広報・育成に関する必要な事項。 

（役   員） 

第8条 本団に次の役員を置く。任期は2年とし再任を妨げない。ただし、補欠によって選任された者の任期は、前 

任者の残任期間とする。 

    １ 常任理事 ……6名 

       団長     1名 

       副団長    2名 

       総務理事   1名 

       会計理事   1名 

       企画理事   1名 

２ 理事     8名（各地区2名） 

    ３ 監事     2名 

第9条 役員の選出と承認については次のとおりとする。 

１ 常任理事は理事会で互選し、総会において承認を得る。 

２ 地区選出理事は理事会で承認し、総会に報告する。 

３ 監事は理事会で指名する。 
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（役員の職務） 

第1条 役員は次に定める職務を担当する。 

１ 団長は団を統括し、各種会議では議長となる。また、高野連理事を兼ねる。 

２ 副団長は団長を補佐し、団長に事故あるときはその職務を代行する。また、総務及び企画のいずれかを 

補佐し円滑な運営に努める。 

３ 総務理事は事務一般を処理する。また、高野連理事を兼ねる。 

４ 企画理事は大会審判の連絡調整を行う。 

５ 会計理事は団会計の経理事務を行う。 

６ 理事は当該地区を代表して理事会に出席し、団運営の責任を担う。 

７ 監事は会計を監査し、総会に報告する。 

（顧   問） 

第2条 本団に顧問を置くことができる。顧問は総会において推薦し、団長が委嘱する。 

１ 顧問は会議などに出席を求められた時、意見を述べることができる。 

（常任理事会） 

第3条 常任理事会は団長、副団長、総務理事、企画理事、会計理事をもって構成し、次の事項を審議する。 

１ 総会及び理事会に提案する事項。 

２ 各種大会の審判員の配置に関する事項。 

３ 緊急を要する事項。 

４ その他必要な事項。 

（理 事 会） 

第4条 理事会は役員（監事を除く。）をもって構成する。ただし、必要と認められる時には監事・顧問・団員の出席を

求めることができる。 

１ 理事会の定例会は4月、6月、11月、3月の4回開催とするまた、必要と認められるときには臨時に開 

くことができる。 

    ２ 理事会では次の事項について審議する。 

       １ 総会によって委任された事項。 

       ２ 常任理事から提案された事項。 

       ３ 常任理事、監事の選任及び解任に関する事項。 

       ４ 団員の賞罰にかんする事項。 

       ５ その他の必要な事項 

（総   会） 

第5条 総会は、毎年1回3月に団長が招集して開催する。ただし、理事会において必要と認めた時または3分の１以上の団

員の要請がある時は開催しなければならない。 

第6条 総会においては次の事項を審議する。審議結果については高野連に報告する。 

１ 事業の計画及び報告に関する事項。 

２ 会計の予算及び決算に関する事項。 

３ 団則の改正等に関する事項。 

４ 役員の選任及び解任に関する事項。 
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５ 団員の賞罰に関する事項。 

６ その他の事項 

第1条 総会は団員の3分の１以上の出席を要し、出席団員の過半集をもって議決とする。ただし、団の解散に関す 

る議決は、出席団員の3分の２以上の同意を必要とする。 

１ 可否同数の場合は議長がこれを決する。 

（会   計） 

第2条 本団の経費は、団費、助成金、審判管理費、寄付金及びその他の収入をもって充てる。 

１ 本団の会計年度は3月1日を始期とし翌年2月末日を終期とする。 

２ 事務細則は別に定める。 

（附   則） 

    １ 本団則は昭和42年4月1日から施行する。 

    昭和48年 4月 1日 一部改正    昭和46年 4月 1日 一部改正    昭和49年 4月 1日 一部改正 

    昭和50年 4月 1日 一部改正    昭和52年 4月 1日 一部改正    昭和54年 4月 1日 一部改正 

    昭和57年 4月 1日 一部改正    昭和59年 4月 1日 一部改正    平成 2年 4月 1日 一部改正 

     平成15年 4月 1日 一部改正    平成19年 4月 1日 一部改正    平成20年 4月 6日 一部改正 

    平成21年 4月 7日 一部改正    平成22年 4月 4日 一部改正    平成25年 4月 8日 一部改正 

    平成26年 4月 6日 一部改正    平成31年 3月31日 一部改正    令和 3年 4月 4日 一部改正 

 

 

 

宮城県大会規定 

 

１ 本大会は当該年度版公認野球規則を適用する。ただしコールドゲームは公認野球規則では５回表裏完了もしくは５回

表終了となっているが、本大会では７回表裏完了もしくは７回表終了（点差による場合は５回１０点、７回７点）とす

る。ただし、春季県大会、全国高等学校野球選手権宮城大会、秋季県大会の決勝戦では適用しない。 

 ※本大会は当該年度公認規則を適用し、点差によるコールドゲームを採用する。(5回10点、7回7点) 

２ 高校野球特別規則の「22.継続試合の取り扱い」を採用する。継続試合は原則、翌日以降の最終試合に組み込む。 

３ 高校野球特別規則の「23.タイブレーク制度の採用」を適用する。 

４ 高校野球特別規則の「28.投手の投球制限」を適用する。責任教師は各試合後に公式記録を受け取り、投手の投球数を

把握しておくこと。 

５ 本大会は雨天順延とする。ただし、小雨の場合は決行する。また、日没まで２時間に満たない場合は試合を開始しな

い。なお、照明設備のある球場については、試合が延長その他の理由で長引き、途中で日没になったときは、照明をつ

けて試合を続行することがある。 

６ 本大会の審判は宮城県高等学校野球連盟附属審判団があたる。審判委員に対するアピールは、規則適用上の疑問を正

すときのみであって、主将または問題の当事者に限る。審判委員の裁定に対しては絶対に服従し、抗議することはでき

ない。 

７ ベンチに着席する選手（大会参加者資格規定適格者）・責任教師・監督は、選手資格証明書に記載

された者に限る。選手は背番号（1～20）を付けたユニフォームを着用し、監督は選手と同じユニフォ

ームを着用すること。また、責任教 
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師は平服を着用すること。記録員は、平服または背番号のついていないユニフォームを着用すること。なお、記録員は男

女を問わず、秋季大会では部員不足のチームに限り、３年生を記録員やノッカーとして登録してもよい。さらに、出場

校からの申し出により、女子部員に以下の①～③の活動を認める。ただし、その際は選手と同じユニフォーム、トレー

ニングシューズ、ヘルメットを着用すること。 

①試合前フィルディング練習時のボール渡し、練習補助を可とする。 

②試合中のボールパーソンを可とする。 

③試合前ノック時にノッカーを務めることを可とする。 

８ 大会で使用するユニフォームは一大会一種類とする。 

９ ベンチサイドは組合せ番号の小さい方を１塁側とし、決勝戦まで適用する｡ 

10 各チームは試合予定時刻の１時間前までに球場に到着し、本部からメンバー表（出場選手名簿）を受け取り待機する

こと。責任教師および主将は、試合予定時刻の１時間前（早くなる場合もあるため、放送で通知する）にメンバー表（フ

ルネームでフリガナをつける）を記録席に提出すること。同時に主将により攻守を決定する｡ 

11 試合前にキャッチボールの時間適宜とフィルディング練習の時間７分間をとる。ただし、フィルディングは試合進行

の都合で省略することもある。開始や終了は放送で合図するので厳守すること。 

  また、フィルディング練習は登録した選手だけで行うことを原則とするが､ノッカーを１名と補助員を３名加えても

よい。ノッカーが２名で同時に内外野にノックする場合、安全のため外野ノックは１塁または３塁後方のファウルテリ

トリーから行うこと。ノッカーは選手と同じユニフォームとスパイクを着用し、ベンチ入りしないノッカーは、フィル

ディング練習終了後は直ちにグランドから退場すること。補助員は選手と同じユニフォームと、トレーニングシューズ

を着用し、フィルディング練習終了後は直ちにグランドから退場すること。監督不在もしくは監督の都合で、責任教師

がノックを行うときは、相手チーム及び審判委員の了解を得ること。 

12 金属製バットの使用は、日本高等学校野球連盟で認可したものに限る。使用野球用具は、日本高等学校野球連盟が定

めた「高校野球用具の使用制限について」で規制したものに限る｡ 

13 メンバー表交換後の選手の交代については、高校野球特別規則「6.試合開始前の負傷による選手変更の特例」に従っ

て処置する。また、臨時代走については、同じく高校野球特別規則の「11.臨時代走者」に従って処置するものとする。 

14 試合中の負傷または疾病に対しては、応急手当を施すほかは、主催者は責任を負わない。 

15 試合中に紛争がおこり、試合の続行が不可能となったときは、紛争を起こした側（応援者も含む）が責任を負い、そ

のチームを敗者とする。 

16 ベンチに持ち込めるメガホンは、監督が指示のために使用する１本のみとする。 

17 本大会の試合球は、宮城県高等学校野球連盟公認球（ミズノ・パイン・ゼット・ＳＳＫ・ローリングス・マツダ・イ

ソノ・ハイゴールド・アシックス）とする。 

18 各学校は、必ず一名の責任教師が引率し、大会中の選手のすべての行動に対して責任を負うこと。 

19 大会運営の一切については、大会運営委員会の決定・指示に従うこと。 

 



１） 3.10 宮城県高等学校野球連盟第1回審判講習会(聖和学園高校G)

２） 4.11 宮城県高等学校野球連盟第1回理事会・第1回評議員会(大和町まほろばホール)

３） 4.20~ 第18回春季宮城県高等学校野球大会地区大会（中部・南部）

４） 4.27~ 第18回春季宮城県高等学校野球大会地区大会（東部）

５） 4.26

６） 4.26 令和６年度東北地区高等学校野球連盟臨時理事長会議(中沢佐伯記念館)

７） 5.1

８） 5.7 宮城県高等学校体育連盟第1回常任理事会・理事会・評議員会(ホテル白萩)

９） 5.8 宮城県高等学校野球連盟第1回強化育成部会(仙台工業高校)

１０） 5.9

１１） 5.9 第73回宮城県高等学校軟式野球春季大会抽選会(仙台第一高校)

１２） 5.15

１３） 5.22 日本高等学校野球連盟令和6年度第1回評議員会(中沢佐伯記念館)

１４） 5.16~26 第71回春季東北地区高等学校野球宮城県大会(石巻市民球場ほか)

優勝：仙台育英　9-2　準優勝：仙台城南　　　第3位：聖和学園　8-1　学院榴ケ岡

（5大会連続28回目）

１５） 5.18~23 第73回宮城県高等学校軟式野球春季大会(松島運動公園野球場ほか)

優勝:仙台商業　5-2　準優勝:仙台　

１６） 5.23 石巻野球会議総会(石巻飛翔閣)　宮城県野球連盟と共に石巻市に陳情書共同提出

１７） 5.28 宮城県高等学校野球連盟第1回普及振興部会(仙台東高等学校)　

１８） 5.29 宮城県高等学校野球連盟第2回常任理事会(仙台工業高校)　第1回情報部会(仙台工業高等学校)

１９） 6.1~2 令和6年度東北地区高等学校野球連盟審判講習会(福島県いわき市)　審判団4名参加

２０） 6.5

２１） 6.7 宮城県高等学校野球連盟第2回理事会(仙台工業高校)

２２) 6.8 宮城県高等学校野球連盟第2回審判講習会(名取市民球場)

２３) 6.13 令和6年度東北地区高等学校野球連盟第1回役員会（石巻グランドホテル）

２４) 6.14~18 第71回春季東北地区高等学校野球大会（石巻市民球場ほか）

【硬式】1回戦　秋田商業　10-5　仙台城南　　鶴岡東(山形)　7-4　聖和学園　　仙台育英　8-3　光南(福島)

準々決勝　仙台育英　6-7　弘前聖愛(青森)

第18回春季東北地区高等学校軟式野球大会(鹿島台中央野球場)

【軟式】　仙台　1-6　能代(秋田)　　仙台商業　6-1　五所川原一(青森)

準決勝　　羽黒　0-10(5C)　仙台商業　　決勝　能代　5-0　仙台商業

２５） 6.14 宮城県高等学校体育連盟会計ヒヤリング(利府高校高体連事務局　平塚常任理事参加)

２６） 6.20 第69回全国高等学校軟式野球選手権宮城大会抽選会(仙台第一高校)

２７） 6.21 第106回全国高等学校野球選手権記念宮城大会第1回運営委員会(仙台工業高校)

２８） 6.26 第106回全国高等学校野球選手権記念宮城大会抽選会　第2回運営委員会(名取文化会館)

２９） 7.2~7.6 第69回全国高等学校軟式野球選手権宮城大会(仙台市民球場ほか)

代表決定戦　仙台商　9-1　仙台工　　東北学院　6-2　仙台

３０） 7.5 第106回全国高等学校野球選手権記念宮城大会第3回運営委員会(楽天生命パーク)

３１） 7.6~22 第106回全国高等学校野球選手権記念宮城大会(楽天生命パークほか)

優勝:聖和学園　8-5　準優勝:仙台育英　　　(初優勝)

優秀選手　三浦(聖和学園)　山口(仙台育英)　渡辺(古学)　大山(仙商)

３２） 7.27 第68回全国高等学校軟式野球選手権東東北大会責任教師会議(仙台市民球場)

３３） 7.28~29 第69回全国高等学校軟式野球選手権東東北大会(きたぎんボールパーク)

準決勝　専大北上(岩手)　０-5　仙台商業　　東北学院　3-5　一関一(岩手)

決勝　仙台商業　4-0　一関一

３４） 8.1 宮城県高等学校野球連盟審判規則委員会(仙台工業高校)

３５） 8.1 宮城県高等学校野球連盟第3回常任理事会(仙台工業高等学校)

３６） 8.3~4 宮城県高等学校野球連盟選抜交流試合(石巻市民球場)

3日　奥能登選抜　2-12　宮城選抜　　震災交流会(河北ビックバン)　講師：阿部翔(仙台一)・佐藤光(生文大)

4日　仙台六大学選抜　2-5　宮城選抜

３７） 8.6

３８） 8.7~23 第106回全国高等学校野球選手権記念大会(阪神甲子園球場)

2回戦　聖和学園　0-5　石橋(栃木)　　優勝：京都国際(初優勝)

３９） 8.25~30

４０） 1回戦　広島なぎさ　1-3　仙台商　　　準々決勝　横浜商(神奈川)　1-2　仙台商

準決勝　開新(南部九州・熊本)　1-3　仙台商　　決勝　中京(東海・岐阜)　2-0　仙台商(準優勝)

４１） 9.12 第77回秋季東北地区高等学校野球宮城県大会抽選会　第1回運営委員会(仙台工業高等学校)

４２） 9.19~29 第77回秋季東北地区高等学校野球宮城県大会(仙台市民球場ほか)

優勝:仙台育英　8-0　準優勝:古川学園　　第3位　学院榴ケ岡　4-1　石巻工

４３) 10.1~17 第36回秋季東北地区高等学校軟式野球宮城県大会　兼　第65回宮城県高等学校軟式野球秋季大会
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第69回全国高等学校軟式野球選手権大会(明石トーカロ球場ほか))

１　2024年度　会務・事業・行事報告

月　　日 会　務　・　事　業　・　行　事　等

令和6年度第2回都道府県高等学校野球連盟理事長・専務理事会議(中沢佐伯記念館)

令和６年度宮城県高等学校野球連盟第2回常任理事会(宮城広瀬高等学校)

第71回春季東北地区高等学校野球宮城県大会抽選会　　第1回運営委員会(仙台工業高等学校）

第71回春季東北地区高等学校野球宮城県大会　第2回運営委員会(仙台工業高等学校）

第71回春季東北地区高等学校野球大会　第18回春季東北地区高等学校軟式野球大会抽選会(宮城広瀬高校　Web抽選)

日本高等学校野球連盟全国会長会議(甲子園歴史館)



　

優勝:東北　4-3(T10)　準優勝:仙台商

４４） 10.5~9 佐賀国体　特別国民スポーツ大会(佐賀県鳥栖市民球場)

1回戦　仙台商　1-8　中京(岐阜)

４５） 10.11 令和6年度東北地区高等学校野球連盟第2回役員会(福島県　コラッセふくしま会議室)

10.12~20 第77回秋季東北地区高等学校野球大会(福島県　ヨークいわきスタジアムほか)

2回戦　古川学園　2-8　青森山田　　　学院榴ヶ岡　7-11　東日本昌平(福島)　　仙台育英　4-0　弘前聖愛

3回戦　仙台育英　2-3　聖光学院(福島)　 優勝：聖光学院　準優勝：青森山田

４６) 10.17 選抜選考委員と東北地区高等学校野球連盟との意見交換会(ホテルルートインいわき駅前)

４７) 10.20 宮城県高等学校野球連盟第3回審判講習会(築館野球場)

４８) 10.21 宮城県高等学校野球連盟第2回地区大会代表検討委員会(仙台工業高校)

４９) 10.23 東北地区高等学校野球連盟臨時理事長会議(山形県鶴岡グリーンスタジアム会議室)

５０) 10.24~27 第35回秋季東北地区高等学校軟式野球大会(楢葉町ならはスタジアム)

1回戦　仙台商　10-0（5C）　弘前工(青森)　　東北　0-8　専大北上(岩手)

準決勝　仙台商　2-3(T10)　秋田工

3位決定戦　仙台商　12-1(8C)　秋田 優勝：専大北上　準優勝:秋田工

５１) 10.30 令和6年度宮城県高等学校野球連盟第5回常任理事会(仙台工業高校)

５２) 11.2~4 第1回東北・北海道交流試合（ヨークいわきスタジアム）

５３) 11.9 宮城県高等学校野球連盟付属審判団総会(パレス松洲)

５４) 11.12 宮城県高等学校野球連盟第96回選抜21世紀枠推薦校表彰(仙台第一高等学校)

５５） 11.19 宮城県野球団体協議会役員会（ホテルベルエア仙台）　佐藤事務局長参加

５６） 11.19~25 第54回明治神宮野球大会(明治神宮野球場)

５７） 11.19 第97回選抜高等学校野球大会九地区21世紀枠選考会議(神宮球場)

５８） 11.19 東北地区高等学校野球連盟臨時理事長会議(神宮球場)

５９） 11.28 宮城県高等学校野球連盟地区大会検討委員会(仙台工業高等学校)

６０） 12.6 日本高等学校野球連盟第2回全国理事長会議(アサコムホール）

６１） 12.7 宮城県高等学校野球連盟リーダー研修会(仙台工業高等学校)

６２） 12.7 宮城県高等学校野球連盟栄養講座(東北保健医療専門学校)

６３） 12.7 宮城県野球団体協議会表彰式（ホテルベルエア仙台）　仙台育英:山口

６４） 12.11 宮城県高等学校体育連盟理事会(ホテル白萩)

６５） 12.14~15 宮城県高等学校野球連盟メンタル講習会(石巻専修大学・仙台商業高校)

６６） 12.14 NPB・高野連共同開催「夢の向こうに」視察(熊本　藤崎台球場)理事長・平塚・松井

６７） 12.22 東北地区高等学校野球連盟臨時理事長会議(アークホテル盛岡)

６８） 12.23 東北地区高等学校野球連盟第97回選抜21世紀枠候補校表彰(久慈高等学校)

６９） 12.26 宮城県高等学校野球連盟第3回理事会　第2回評議員会　監督会(ホテルニュー水戸屋)

７０） 12.26 令和6年度宮城県高等学校野球連盟指導者講座　講師：中野泰造氏

７１） 1.15~16 東北地区高等学校野球連盟第3回役員会　200年構想情報交換会　(山形県）

７２） 1.18・19 宮城県高等学校野球連盟　関節機能検査(宮城工・石巻工)

７３） 1.24 第97回選抜高等学校野球大会選考会議(毎日新聞オーバルホール)

７４） 1.27 宮城県高等学校野球連盟第3回地区大会検討委員会(仙台工業高等学校)

７５） 1.31 宮城県高等学校野球連盟第6回常任理事会(仙台工業高等学校)

７６） 2.7 宮城県高等学校野球連盟第4回理事会(仙台工業高等学校)

７７） 2.17 宮城県高等学校野球連盟第2回普及振興部会(仙台東)

７８） 2.20 日本高等学校野球連盟第4回全国理事長専務理事会議(甲子園歴史館)

７９） 2.21 東北地区臨時理事長・軟式部委員長会議(アークホテル盛岡)

８０） 2.22 宮城県高等学校野球連盟普及振興部会　「楽天とのコラボ野球教室」(東北学院榴ヶ岡高校)

８１） 3.17 令和7年度日本高等学校野球連盟第1回全国理事長専務理事会議(甲子園歴史館)

８２） 3.18～ 第97回選抜高等学校野球大会(阪神甲子園球場)

８３）

８４）

８５）

※ 3.9 宮城県高等学校野球連盟第1回審判講習会
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２　2024年度(R6)　実施事業総括

【大会回顧】

　令和8年度からの中学校部活動地域移行化が各行政内で進む中、熱中症対策・働き方改革等の対策も

考慮しなければならないなど、野球という競技を通じて健全育成というものをいかにして進めていく

か、課題が山積するなか令和6年度はスタートした。

　第18回春季東北地区高等学校野球宮城大会はリンク制を取り入れた地区予選から実施できた。加盟

70校で59チームの参加ということで連合チームの増加は歯止めが利かない状況に来ていると言えよ

う。

　地区予選を勝ち抜いた28校で第71回春季東北地区高等学校野球宮城大会は開催され、実力のある東

陵・東北・仙台育英が同ブロックに入る激戦となった。好勝負は多く見られ、安定した投手力を誇る

聖和・仙台育英・仙台城南・東北学院榴ヶ岡がベスト4に進出。低反発バット使用による影響か、先に

塁を進める小技の確実性の差が出たものと思われる。

　本県で行われた東北大会には仙台育英・仙台城南・聖和学園が出場。本命の仙台育英がベスト8止ま

り。近年の東北地区のレベルがかなり上がってきたことが伺われた大会であった。

　第106回全国高等学校野球選手権宮城大会は昨年に引き続き60チームを切る59チームでのトーナメン

トとなった。初戦から好カードが相次ぎ、仙台一対仙台三、古川工対生文大、仙台対東陵、仙台南対

仙台商は見ごたえがあった。中でも第5シードの仙台南を破った仙台商は波に乗りベスト4まで進み、

準決勝においてもあわやというところまで聖和学園を苦しめた。第2シードの仙台城南は初戦で石巻に

1対0で敗れ、また、春季地区予選で仙台育英と善戦した東北も3回戦で仙台育英に3対0で敗れ早々に姿

を消した。大会を盛り上げたのは、少人数の南三陸高校。初戦の泉松陵戦を延長10回タイブレークの

末5対4で下すと2回戦の仙台工戦においても力強い打力を発揮。聖和学園戦においても2対4と最後まで

食い下がった。決勝は抜群の投手力を誇る仙台育英と、継投と小技を駆使し手堅い野球で勝ち続けた

聖和学園との顔合わせとなった。決勝は聖和学園が春季県大会で2対13(5回コールド)と惨敗している

こともあり、一方的な試合になるのではないかという大方の予想を裏切り、聖和学園が優位に試合を

進めた。その要因になったのはプレイボール直後の聖和学園主将（三浦）の驚異的な粘りであったと

思う。仙台育英好投手(山口)の140㎞後半の速球にも臆することなくスイングし続け、14球放らせたこ

とによりチームのメンバーも「やれる！」と思ったことだろう。全国を知るメンバーが多く残る仙台

育英の打線を斎藤・千葉の継投で逃げ切り、8対5で制した聖和学園が初優勝を飾った。

　全国高等学校野球選手権では栃木代表石橋高校の大応援団に圧倒されたのか、繋ぎの打線が機能せ

ず全国1勝をあげることができなかったが、宮城の代表らしいプレーを随所に見せてくれた。

　第77回秋季東北地区高等学校野球宮城県大会は25チーム出場での大会となった。地区予選参加も

「50チームになるのではないか」と秋季大会の持ち方を連盟としても本気で考えなければならない状

況になった。使用する球場には久しぶりに利府球場を取り入れた。利府町からの要望もあり、「雨の

多い時期に人工芝の球場は有効である」という考えで運営にあたったが、防水シートの不備などによ

り駐車場も含め運営にはかなりの労力を奪われた。また、大会には北部地区を勝ち抜いた黒川・古川

黎明・迫桜連合が出場し、話題となった。実力が拮抗している中、上位に進出したのは中部地区1位の

東北を破った仙台一に僅差で勝利した石巻工、選手権出場校の聖和学園を破った古川学園、東陵との

投手戦を制した仙台育英、好投手を要しチャンスに強い打撃を見せた東北学院榴ヶ岡がベスト4に進

出。東北大会出場をかけた試合では石巻工の捕手がシートノック中に怪我をする不運もあり、仙台育

英・古川学園・東北学院榴ヶ岡の3校が東北大会に出場。東北大会では豊富な投手陣と長打力のある打

者を要する仙台育英の快進撃に期待したが、準々決勝で優勝した福島聖光学院に2対3で敗れ、宮城か

らの選抜出場は絶望的となった。



【諸事業回顧】
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　全国理事長会では7イニング制の導入、リプレイ検証の導入が審議項目として目につくようになっ

た。学生野球の基本原理として、「部員の健康を維持・増進させる施策を奨励・支援し、スポーツ障

害予防への取り組みを推進する」「学生野球は教育の一環であり、平和で民主的な人類社会の形成者

として必要な資質を備えた人間の育成を目的とする」などがある。中学校においては令和8年度から休

日の部活動が完全地域移行化になる。ここ数年、高校野球では様々な変化があった。上記2案は世の中

の風潮に左右されているようにも思うが、高校野球の今後を考えれば…と思うと一概にはNOとは言え

ないのだろう。(文責　理事長松本嘉次)

　強化事業として取り組んだピックアップチームによる石川県との交流試合では、防災教育も含め奥能

登のチームを招待し、嘗て受けたご恩返しをすることができた。協力いただいた仙台六大学野球連

盟、講師を引き受けていただいた阿部翔人先生(仙台一)・佐藤光也先生(生文大)に感謝申し上げます。

普及振興事業については200年構想の新たな事業に着手し、栄養講座を県内の栄養士を交えて実行する

ことができた。今後も必要な事業であることから、県内の栄養士と事業展開を進めていきたいと考え

る。また、関節機能検査においても検査医師のNPO団体の解消により、東北大学を中心とした寄付講

座との協力に移行していくことになる。審判関係については3回の講習会を地区加盟校の協力により遂

行できた。団員の新規加入もHPの活用等により数名の団員を確保することができた。情報関係につい

てはHPのリニューアルを進めるとともに、バナー広告掲載化が順調に進んでいる。使いやすさを今後

も追及していきたい。財務関係については、旅費の改訂および大会パンフレットの値上げ等を行っ

た。物価高騰等で支出過多な面が懸念されることからシニア料金の在り方について検討しなければな

らないと考えている。指導者講座においては中野泰造氏(元東亜大学監督)を招きご講演をいただいた。

講演前に先入りし、「バントゲーム」を数校に指導していただくなど好評を得た。

　第77回秋季東北地区高等学校野球宮城県大会は25チーム出場での大会となった。地区予選参加も

「50チームになるのではないか」と秋季大会の持ち方を連盟としても本気で考えなければならない状

況になった。使用する球場には久しぶりに利府球場を取り入れた。利府町からの要望もあり、「雨の

多い時期に人工芝の球場は有効である」という考えで運営にあたったが、防水シートの不備などによ

り駐車場も含め運営にはかなりの労力を奪われた。また、大会には北部地区を勝ち抜いた黒川・古川

黎明・迫桜連合が出場し、話題となった。実力が拮抗している中、上位に進出したのは中部地区1位の

東北を破った仙台一に僅差で勝利した石巻工、選手権出場校の聖和学園を破った古川学園、東陵との

投手戦を制した仙台育英、好投手を要しチャンスに強い打撃を見せた東北学院榴ヶ岡がベスト4に進

出。東北大会出場をかけた試合では石巻工の捕手がシートノック中に怪我をする不運もあり、仙台育

英・古川学園・東北学院榴ヶ岡の3校が東北大会に出場。東北大会では豊富な投手陣と長打力のある打

者を要する仙台育英の快進撃に期待したが、準々決勝で優勝した福島聖光学院に2対3で敗れ、宮城か

らの選抜出場は絶望的となった。

　軟式は昨年同様の加盟校でスタート。第73回宮城県高等学校軟式野球春季大会においては仙台商業

が抜群の投手力と、そつのない攻めで優勝。本県で行われた東北大会においても決勝まで進み、5年ぶ

りの選手権大会出場に大きな期待が寄せられた。

　第69回全国高等学校軟式野球選手権宮城大会では仙台商・東北学院が各ブロックを制し、東東北大

会に出場。仙台商は昨年苦杯をなめた専大北上に5対0で快勝し決勝に進出。東北学院は好投手擁する

一関一に善戦はしたものの3対5で敗れ、本県勢同士の決勝とはならなかった。決勝は堅い守りで一関

一を完封した仙台商が4対0で勝ち、5年ぶりに優勝。抜群の投手力が光った。全国軟式選手権大会では

初戦の硬さはあったものの広島なぎさに2対1で勝利し準々決勝に進出。準々決勝では強豪天理を破っ

た横浜商にも2対1で勝利し準決勝に進出。準決勝では開新(熊本)を3対1で快勝。安定した投手力は群

を抜いていた。決勝の相手は王者中京(岐阜)。壁は厚く0対2で敗れはしたが、最後まで粘り強くプレー

してくれた。佐賀で行われた国民スポーツ大会では決勝の再戦となり、序盤の奇策(内野手6人)がはま

らず敗れはしたが、九州の地に仙商野球を十分に見せつけてくれた。
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３ 2025 年度 基本方針と重点事項（案） 

 学生野球は、各校の教育理念に立って行う教育活動の一環として展開されることを基礎として、他校と

の詩會田大会への参加等の交流を通じて、一層普遍的な教育的意味を持つものとなり、地域的組織（各連

盟）及び全国的規模（日本高野連・学生野球協会）の組織を結成して、現在のような枠組みを作り、歴史

を積み上げてきました。 

 令和という時代になり、新たな情報化の波、教育活動における部活動のあり方、運営に携わる者たちの

働き方改革など、学生野球の精神の次元を超えた性質の諸問題に直面しています。 

 中でも令和５年より「学校の働き方改革を踏まえた部活動改革」が文部科学省から出され、中学校では

地域と協働・融合した活動が始まりました。高校部活動も例外ではなく、指導者の献身的な勤務が長時間

労働の要因であることから、指導者の負担軽減を考慮した大会運営等も検討していかなければならないと

考えています。 

 野球という競技を通じ、ルール遵守の姿勢作り、仲間を敬う社会的価値を持った感情の育成、何よりも

野球ができることへの感謝の気持ちを体得させていくことは今後も永久不変のものであります。 

 選手権大会において悲願の日本一を成し遂げた余韻を消すことなく、多くの県民が高校野球に対して高

い関心を持ち、熱い激励・声援を送れる魅力ある事業を展開し、高校野球 200 年構想事業の最先端を担う

ことができる新しい高校野球を展開いていきたいと考え、令和７年度の基本方針（案）を次に提示しま

す。 

 

（ア）New Stage ～新たな発想と改革～ 

（イ）Health care ～環境と健康への対応～ 

 

重点目標（案） 

１.各種大会の安全かつ円滑な運営（秋季大会の検討） 

２.規範意識の向上と不祥事の根絶 

３.機能的組織運営の精査（専門部の有効的活用と委員会の運用） 

４.諸会議のスリム化 

５.普及振興活動・強化育成活動の計画的実践 

 

分野別重点目標（案） 

１.総務関係・・・・スポーツ庁要綱「部活動のあり方」対応、「夢の向こうに」の運営計画 

２.財務関係・・・・運営委員の休日勤務対応の検討、支部会計の精査、入場料の改定 

３.強化育成関係・・選抜チーム早期計画・運営、社会人・大学との連携 

４.普及振興関係・・200 年構想事業の実践、ベースボール型授業への積極的参加 

５.審判規則関係・・審判員確保に向けた事業（マスコミ・HP の活用）、講習会の企画運営 

６.情報関係・・・・宮城県記録集の制作、HP の有効的活用 

７.健康管理関係・・関節機能検査の計画的実行、栄養講座の改善 

８.監督会関係・・・講演会講師の中期的選定計画、大会運営への積極的参加 

９.事務局関係・・・安全対策の徹底、高体連・宮城県・仙台市との連携 



【東北地区関係】
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2020 宮城 秋田 青森 福島 中止 宮城 中止 中止 中止 岩手 中止 中止 中止

2021 福島 青森 岩手 山形 中止 青森 山形 宮城 青森 宮城 中止 岩手 秋田

2022 福島 青森 福島 山形 福島 山形 福島 岩手 山形 秋田 岩手 青・山 福島

2023 山形 岩手 秋田 秋田 岩手 秋田 岩手 宮城 秋田 福島 青森 北海道 北海道

2024 山形 岩手 山形 秋田 宮城 福島 宮城 岩手 青森 山形 福島 宮城 岩手 山形

2025 秋田 山形 宮城 青森 山形 岩手 山形 宮城 山形 青森 山形 秋田 青・山 北海道

2026 秋田 山形 青森 青森 青森 宮城 青森 岩手 秋田 秋田 宮城 福島 北海道 岩手

2027 青森 岩手 岩手 秋田 青森 秋田 宮城 青森 宮城 秋田 北海道 宮城 青森

2028 青森 福島 岩手 福島 山形 福島 岩手 山形 秋田 岩手 秋田 宮城

2029 岩手 秋田 宮城 岩手 秋田 岩手 宮城 秋田 山形 青森 福島 秋田

2030 岩手 山形 宮城 宮城 福島 宮城 岩手 青森 青森 福島 北海道 福・山

2031 宮城 宮城 福島 青森 岩手 青森 宮城 山形 福島 山形

2032 宮城 青森 福島 山形 宮城 山形 岩手 秋田 岩手 宮城

【宮城県関係】
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2020 中止 中止 中止 中止 中止 中部 中部 中部/東① 東部 北部 南部 中部

2021 中部 北部 中部 東部 南部 南部 中部/東② 南部 北部 東部 北部 北部 東部 中部

2022 東部 南部 北部 中部 東部 東部 中部/西① 東部 南部 南部 中部 北部 東部 中部

2023 北部 東部 南部 北部 中部 北部 中部/西② 北部 東部 東部 北部 北部 東部 南部

2024 南部 中部 東部 南部 北部 中部 中部/東① 南部 北部 南部 中部 北部 東部 南部

2025 中部 北部 中部 東部 南部 南部 中部/東② 東部 南部 東部 北部 中部 東部 南部

2026 東部 南部 北部 中部 東部 東部 中部/西① 北部 東部 南部 中部 中部 東部 南部

2027 北部 東部 南部 北部 中部 北部 中部/西② 南部 北部 東部 北部 中部 北部 南部

2028 南部 中部 東部 南部 北部 中部 中部/東① 東部 南部 南部 中部 中部 北部 南部

2029 中部 北部 中部 東部 南部 南部 中部/東② 北部 東部 東部 北部 中部 東部 中部

2030 東部 南部 北部 中部 東部 東部 中部/西① 南部 北部 南部 中部 中部 東部 中部

2031 北部 東部 南部 北部 中部 北部 中部/西② 東部 南部 東部 北部 北部 東部 南部

2032 南部 中部 東部 南部 北部 中部 中部/東① 北部 東部 南部 中部 北部 東部 南部

東①： 仙台三 仙台工 仙台一 聖和 東②： 泉松陵 東北学院 仙台育英 仙台東

西①： 生文大 仙台 仙台二 宮城工 西②： 泉 仙台商 泉館山 東北 宮城広瀬
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東北地区・宮城県野球連盟　開催行事主管県・地区予定表

中止



令和６年度　宮城県高等学校野球連盟本部会計決算書　（案）
１、一般会計
［収入］ ２０２５．４．１１．

予算額 決算額 増 減 　　　　　　摘　　　　　要

１ 繰越金 4,310,271 4,310,271 0 0

２ 加盟金 加盟金 1,035,000 1,020,000 15,000

参加料 0 0 0 0

３ 事業収入 入場料 21,500,000 27,883,100 6,383,100

パンフ販売 3,110,000 4,459,900 1,349,900

放送協力金 1,002,750 1,159,500 156,750

４　助成金 3,511,800 4,130,800 619,000

５　その他 雑収入 10,000 2,832,994 2,822,994

利息 100 1,584 1,484

合　計 34,479,921 45,798,149 11,333,228 15,000

［支出］

予算額 決算額 増 減 　　　　　　摘　　　　　要

１　競技費 球場使用料 4,900,000 4,000,350 899,650

試合球 1,300,000 1,072,500 227,500

その他 270,000 210,220 59,780

２　旅　費 役員交通費 4,800,000 6,210,597 1,410,597

補助員 300,000 85,600 214,400

救護員 1,000,000 950,000 50,000

人件費 1,600,000 1,433,494 166,506

３　審判費 審判管理費 1,700,000 1,562,000 138,000

４　会議費 200,000 560,640 360,640

５　食糧費 昼食 1,750,000 1,531,308 218,692

飲料他 280,000 324,706 44,706

６　事務費 印刷費 600,000 471,834 128,166

通信費 160,000 139,517 20,483

消耗品費 80,000 43,253 36,747

施設備品費 400,000 0 400,000

７　研修費 100,000 736,148 636,148

８　雑　費 分担金 1,300,000 1,440,000 140,000

式典費 50,000 37,362 12,638

保険料 700,000 153,860 546,140

助成費 6,600,000 7,098,747 498,747

慶弔費 190,000 251,268 61,268

雑費 500,000 937,291 437,291

９　パンフ 印刷費 1,400,000 1,259,600 140,400

１０　予備費 2,799,921 576,107 2,223,814

合　計 32,979,921 31,086,402 3,589,397 5,482,916

収入総額 支出総額

45,798,149 - 31,086,402 = 14,711,747

消費税他 840,185
積立金 8,000,000

２、運営積立基金会計 次年度繰越金 5,871,562
積立金 利息 元利合計

H6～H23 ２０１１年度 28,866,018 3,009 24,869,027 ＜支出＞一般会計補填および被災援助金として（４，０００，０００）

H24 ２０１２年度 0 1,509 21,870,536 ＜支出＞一般会計補填（３，０００，０００）

H25 ２０１３年度 0 1,250 19,297,147 ＜支出＞一般会計補填（２，０００，０００）、附属審判団６０周年記念式典（５７４，６３９）

H26 ２０１４年度 0 1,250 18,176,641 ＜支出＞審判用スラックス（平成27年度から変更義務付け）（１，１２１，７５６）

H27 ２０１５年度 0 1,250 18,177,891
H28 ２０１６年度 0 1,332 17,981,251 ＜支出＞「宮城県高野連７０年史」編纂事業（１９７，９７２）

H29 ２０１７年度 3,000,000 531 20,827,748 ＜支出＞「宮城県高野連７０年史」編纂事業（１５４，０３４）

H30 ２０１８年度 0 531 17,787,732 ＜支出＞一般会計補填（３，０００，０００）、「宮城県高野連７０年史」編纂事業（４０，５４７）

R01 ２０１９年度 0 531 17,028,689 ＜支出＞「宮城県高野連７０年史」編纂事業（１５１，５７４），球審用マスク購入補助（SGマーク付き）（６０８，０００）

R02 ２０２０年度 0 533 17,024,602 ＜支出＞「宮城県高野連７０年史」編纂事業（４，６２０）

R03 ２０２１年度 2,000,000 106 19,024,708

R04 ２０２２年度 6,000,000 106 24,997,462 ＜支出＞「宮城県高野連７０年史」編纂事業（２７，３５２）

R05 ２０２３年度 8,000,000 106 27,865,337 ＜支出＞「宮城県高野連７０年史」編纂事業（２，６９１，８３０），１０５回大会記念新基準バット配布（２，３６５，３００）、附属審判団７０周年記念式典（７５，１０１）

R05 ２０２４年度 8,000,000 106 35,865,443 「ピックアップ交流試合」「夢の向こうに」事業に向けての積立

【定期預金】 6,277,510 （杜の都信用金庫）

【理事長通帳】 8,222 （事務局電話用） 杜の都信用金庫【普通預金】

ＫＨＢ（500,000），ＮＨＫ（180,000），Ｊ：ＣＯＭ（100,000），朝日新聞社（379,500）

15,000×68校

入場料（春4,941,100＋夏19,432,400＋秋3,509,600）

パンフレット（春601,800＋夏3,414,400＋秋443,700）　※夏は500円→800円に値上げ

春（372,000），夏（810,000），秋（380,000）

朝日新聞社・日本高野連（参加校補助金・暑さ対策・加盟校助成金等2,200,800），肩肘助成金120,000
バーチャル高校野球（1,210,000），東北地区高野連（春季軟式東北大会助成金600,000）

写真撮影用ビブス（4,000），春季東北大会余剰金（2,825,454），日本高野連（3,540）

預金利息

球場使用料（春790,960＋夏2,334,350＋秋875,040）

春15打，夏45打，秋15打

ロジン，石灰，トーナメントボード

各大会視察役員・派遣審判員旅費，常任理事会・理事会旅費，大会運営委員旅費等　※令和６年度から大会運営日当なし1km30円計算

開会式生徒交通費等（国歌独唱・吹奏楽）

派遣看護師（春96,000＋夏184,000＋秋100,000），肩肘検診スタッフ（春192,000＋夏192,000＋秋186,000）

球場警備・楽天運営スタッフ・駐車場管理等（春40,970＋夏1,309,034＋秋83,490）

4地区（1,050,000×4地区＋中部補填795,137＋南部補填149,808－東部返金317,293－北部返金354,730），
軟式（1,050,000＋春季東北大会補助600,000＋補填275,825），審判団（700,000)

評議員会，抽選会，大会運営会議等費用

大会運営委員・審判員昼食代等

審判員給水飲料代等，暑さ対策飲料

入場券，賞状・名刺等印刷費

文書等郵送料，特設電話設置，事務局通話料，ＨＰ等

文具等事務用品

県審判講習会，審判員実戦研修，選抜チーム交流試合，メンタル講習会，指導者講習会
日本高野連加盟金（810,000），東北地区高野連負担金（400,000），県野球団体協議会年会費（30,000），北海道・東北交流試合負担金（200,000）

選手権大会開会式諸経費

審判員スポーツ保険，賠償責任保険等

永年表彰，大会表彰，選手権・東北大会出場祝金，協賛金，見舞金等　

野球規則，駐車料金，土産代，スタッフシャツ，税務報酬，暑さ・感染症対策等

パンフレット印刷費（春242,000＋夏871,200＋秋146,400）

高体連への戻入等（R5年度分），選抜チーム交流試合石川県選手・役員宿泊費・バス代



令和６年度　宮城県高等学校野球連盟災害復興基金会計決算書　（案）

［収入］ ２０２５．４．１１．

予算額 決算額 増 減 　　　　　　摘　　　　　要

１ 繰越金 2 2 0 0
２ 支援金 50,000 1,046,200 996,200
３　その他 雑収入 0 0 0 0

利息 0 16 16 預金利息

合　計 50,002 1,046,218 996,216 0

［支出］

予算額 決算額 増 減 　　　　　　摘　　　　　要

１　交通費 硬式 0 0 0 0 2015年度春季県大会で終了
軟式 0 0 0 0 2015年度春季県大会で終了

２　活動費 震災被災校 0 0 0 0 2018年度で終了
用具消耗品支援 0 0 0 0 2016年度で終了

３　雑　費 0 500,000 500,000 石川県高野連への支援金
４　予備費 50,002 546,218 496,216 -496,216 ピックアップ事業（奥能登選抜チームのバス代補助）

合　計 50,002 1,046,218 996,216 -496,216

収入総額 支出総額
1,046,218 - 1,046,218 = 0

【今後の運用について】
災害等による募金を行った場合に運用し、その年度のうちに使い切る。

県内高校より(9,220)，大会中の募金(春県199,804，春東北180,769，夏487,919)，
Omyu Technology㈱より(20,000)，ピックアップ交流試合の募金(148,488)
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令和７年度　宮城県高等学校野球連盟本部会計予算書　（案）
１、一般会計
［収入］ ２０２５．４．１１．

前年度予算 今年度予算 増 減 　　　　　　摘　　　　　要
１ 繰越金 4,310,271 5,871,562 1,561,291
２ 加盟金 加盟金 1,035,000 1,020,000 15,000

参加料 0 0
３ 事業収入 入場料 21,500,000 21,300,000 200,000

パンフ販売 3,110,000 3,910,000 800,000
放送協力金 1,002,750 1,000,000 2,750

４　助成金 3,511,800 3,000,000 511,800
５　その他 雑収入 10,000 10,000

積立金等繰入 0 0
利息 100 100

合　計 34,479,921 36,111,662 2,361,291 729,550

［支出］

前年度予算 今年度予算 増 減 　　　　　　摘　　　　　要
１　競技費 球場使用料 4,900,000 5,000,000 100,000

試合球 1,300,000 1,350,000 50,000
その他 270,000 270,000

２　旅　費 役員交通費 4,800,000 6,000,000 1,200,000
補助員 300,000 200,000 100,000
救護員 1,000,000 1,050,000 50,000
人件費 1,600,000 1,900,000 300,000

３　審判費 審判管理費 1,700,000 1,750,000 50,000
４　会議費 200,000 200,000
５　食糧費 昼食 1,750,000 1,750,000

飲料他 280,000 380,000 100,000
６　事務費 印刷費 600,000 600,000

通信費 160,000 1,900,000 1,740,000
消耗品費 80,000 80,000
施設備品費 400,000 400,000

７　研修費 100,000 100,000
８　雑　費 分担金 1,300,000 1,400,000 100,000

式典費 50,000 50,000
保険料 700,000 700,000
助成費 6,600,000 5,950,000 650,000
慶弔費 190,000 180,000 10,000
雑費 500,000 500,000

９　パンフ 印刷費 1,400,000 1,350,000 50,000
１０　予備費 2,799,921 1,551,662 1,248,259

合　計 32,979,921 34,611,662 3,690,000 2,058,259
収入総額 支出総額

36,111,662 - 34,611,662 = 1,500,000
消費税等 1,500,000

２、運営積立基金会計 差引残高 0

積立金 利息 元利合計
熊坂 ２０１１年度 28,866,018 3,009 24,869,027 ＜支出＞一般会計補填および被災援助金として（４，０００，０００）

熊坂 ２０１２年度 0 1,509 21,870,536 ＜支出＞一般会計補填（３，０００，０００）

熊坂 ２０１３年度 0 1,250 19,297,147 ＜支出＞一般会計補填（２，０００，０００）、附属審判団６０周年記念式典（５７４，６３９）

佐々木 ２０１４年度 0 1,250 18,176,641 ＜支出＞審判用スラックス（平成27年度から変更義務付け）（１，１２１，７５６）

佐々木 ２０１５年度 0 1,250 18,177,891
佐々木 ２０１６年度 0 1,332 17,981,251 ＜支出＞「宮城県高野連７０年史」編纂事業（１９７，９７２）

佐々木 ２０１７年度 3,000,000 531 20,827,748 ＜支出＞「宮城県高野連７０年史」編纂事業（１５４，０３４）

佐々木 ２０１８年度 0 531 17,787,732 ＜支出＞一般会計補填（３，０００，０００）、「宮城県高野連７０年史」編纂事業（４０，５４７）

白井 ２０１９年度 0 531 17,028,689 ＜支出＞「宮城県高野連７０年史」編纂事業（１５１，５７４），球審用マスク購入補助（SGマーク付き）（６０８，０００）

白井 ２０２０年度 0 533 17,024,602 ＜支出＞「宮城県高野連７０年史」編纂事業（４，６２０）

白井 ２０２１年度 2,000,000 106 19,024,708 ＜支出＞なし

白井 ２０２２年度 6,000,000 106 24,997,462 ＜支出＞「宮城県高野連７０年史」編纂事業（２７，３５２）

白井 ２０２３年度 8,000,000 106 27,865,337

岩村 ２０２４年度 8,000,000 106 35,865,443

岩村 ２０２５年度 106 35,865,549
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KHB（500,000），NHK（180,000），J:COM（100,000），朝日新聞社より

68校×15,000

入場料（春3,750,000＋夏13,800,000＋秋3,750,000）
パンフレット（春600,000＋夏2,800,000＋秋510,000）

春（400,000），夏（900,000），秋（450,000）

バーチャル高校野球（1,210,000），朝日新聞社・日本高野連より
写真撮影用ビブス等

預金利息

球場使用料（春950,000＋夏3,000,000＋秋1,100,000）
春20打，夏40打，秋20打
ロジン，石灰等
各大会視察役員・派遣審判員旅費，常任理事会・理事会旅費，大会運営委員旅費等
開会式生徒交通費等（令和７年度開会式吹奏楽あり）
派遣看護師謝礼・肩肘検診
球場警備，アナウンス，駐車場管理等

4地区（4,200,000），軟式（1,050,000），審判団（700,000）

評議員会，抽選会，大会運営会議等費用
大会運営委員・審判員昼食代等
審判員給水飲料代等，暑さ対策飲料
入場券，賞状・名刺等印刷費
文書等郵送料，特設電話設置，事務局通話料，ＨＰ等（リニューアル費用\1,760,000含む）
文具等事務用品
プリンター，PC関係等
県審判講習会（50,000），審判員実戦研修（50,000）
日本高野連加盟金，東北地区高野連負担金(令和4年度から40万)，県野球団体協議会年会費等
選手権大会開会式諸経費
審判員スポーツ保険，賠償責任保険等

「ピックアップ交流試合」「夢の向こうに」事業に向けての積立

永年表彰，大会表彰，選手権・東北大会出場祝金，協賛金，見舞金等　
野球規則，駐車料金，土産代，スタッフシャツ，税務報酬，熱中症対策等
パンフレット印刷費（春200,000＋夏1,000,000＋秋150,000）

＜支出＞「宮城県高野連７０年史」編纂事業（２，６９１，８３０），１０５回大会記念新基準バット配布（２，３６５，３００）、附属審判団７０周年記念式典（７５，１０１）



令和７年度　宮城県高等学校野球連盟災害復興基金会計予算書　（案）

［収入］ ２０２５．４．１１．

前年度予算 今年度予算 増 減 　　　　　　摘　　　　　要

１ 繰越金 2 0 2
２ 支援金 50,000 0 50,000
３　その他 雑収入 0 0

利息 0 0

合　計 50,002 0 0 50,002

［支出］

前年度予算 今年度予算 増 減 　　　　　　摘　　　　　要

１　交通費 硬式 0 0 2015年度春季県大会で終了
軟式 0 0 2015年度春季県大会で終了

２　活動費 震災被災校 0 0 2018年度で終了
用具消耗品支援 0 0 2016年度で終了

３　雑　費 0 0
４　予備費 50,002 0 50,002

合　計 50,002 0 0 50,002

収入総額 支出総額
0 - 0 = 0

※災害等による募金を行った場合に運用し、その年度のうちに使い切る。
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［収入］ ２０２５．４．１１．

前年度予算 今年度予算 増 減 　　　　　　摘　　　　　要

１ 繰越金 0 0
２ 加盟金 加盟金 0 0

大会参加料 0 0
３ 事業収入 入場料 3,750,000 3,750,000 入場料 大人4,500*700，シニア2,000*300

パンフ販売 600,000 600,000 パンフレット売上 2,000*300
放送協力金 0 0

４　助成金 0 0
５　その他 雑収入 0 0

積立金等繰入 0 0
利息 0 0

合　計 4,350,000 4,350,000 0 0

［支出］

前年度予算 今年度予算 増 減 　　　　　　摘　　　　　要

１　競技費 球場使用料 900,000 900,000 球場使用料
試合球 400,000 400,000 試合球20打
その他 40,000 40,000 ロジン，石灰等

２　旅　費 役員交通費 500,000 550,000 50,000 運営委員旅費
補助員交通費 0 0
救護員費 300,000 300,000 派遣看護師謝礼・肩肘検診
人件費 300,000 200,000 100,000 球場警備等（仙台市民）
役員宿泊費 0 0

３　審判費 審判管理費 400,000 400,000 審判謝礼
審判交通費 0 0

４　会議費 役員会議費 0 0
５　食糧費 昼食費 350,000 400,000 50,000 大会役員・審判員昼食代

飲料費他 30,000 30,000 審判員飲料代
６　事務費 印刷費 100,000 100,000 入場券等印刷費

通信費 20,000 20,000 特設電話設置しない，データチャージ料
消耗品費 10,000 20,000 10,000 文具等
施設備品費 0 0

７　研修費 研修費 0 0
８　雑　費 分担金 0 0

式典費 0 0
保険料 0 0
助成費 0 0
慶弔費 50,000 40,000 10,000 東北大会出場祝金（2校），レプリカ
雑費 50,000 50,000 駐車料金，手数料等

９　パンフ 印刷費 200,000 200,000 パンフレット印刷費（3,000冊）
１０　予備費 700,000 700,000

合　計 4,350,000 4,350,000 110,000 110,000

収入総額 支出総額
4,350,000 - 4,350,000 = 0

23

令和７年度　第７２回春季東北地区高等学校野球宮城県大会会計予算書　（案）



［収入］ ２０２５．４．１１．

前年度予算 今年度予算 増 減 　　　　　　摘　　　　　要

１ 繰越金 0 0
２ 加盟金 加盟金 0 0

大会参加料 0 0
３ 事業収入 入場料 13,800,000 13,800,000 入場料　大人18,000*700，シニア4,000*300

パンフ販売 2,000,000 2,800,000 800,000 パンフレット売上 3,500*800
放送協力金 1,002,750 1,000,000 2,750 KHB（500,000），NHK（180,000），J:COM（100,000），朝日新聞社より

４　助成金 2,911,800 3,000,000 88,200 バーチャル高校野球（1,210,000），朝日新聞社・日本高野連より
５　その他 雑収入 10,000 10,000 写真販売業者用ビブス

積立金等繰入 0 0
利息 0 0

合　計 19,724,550 20,610,000 888,200 2,750

［支出］

前年度予算 今年度予算 増 減 　　　　　　摘　　　　　要　　※熱中症対策50万

１　競技費 球場使用料 3,000,000 3,000,000 球場使用料
試合球 600,000 650,000 50,000 試合球40打
その他 200,000 200,000 トーナメントボード設置，ロジン，石灰等

２　旅　費 役員交通費 800,000 800,000 役員運営委員旅費等
補助員交通費 300,000 200,000 100,000 補助員交通費等 （国家独唱あり・開会式吹奏楽あり）
救護員 450,000 450,000 派遣看護師謝礼・肩肘検診
人件費 1,000,000 1,500,000 500,000 球場警備（楽天・仙台市民・利府），アナウンス等
役員宿泊費 0 0

３　審判費 審判管理費 900,000 900,000 審判謝礼
審判交通費 0 0

４　会議費 役員会議費 100,000 100,000 大会運営会議費用
５　食糧費 昼食費 900,000 800,000 100,000 大会役員・審判員昼食代

飲料費他 200,000 300,000 100,000 審判員飲料代，熱中症対策飲料
６　事務費 印刷費 300,000 300,000 入場券印刷

通信費 20,000 20,000 特設電話，データチャージ代等
消耗品費 20,000 20,000 文具等
施設備品費 0 0

７　研修費 研修費 0 0
８　雑　費 分担金 0 0

式典費 50,000 50,000 開会式運営，始球式関係費
保険料 0 0
助成費 0 0
慶弔費 50,000 50,000 レプリカ，甲子園出場祝金等
雑費 500,000 700,000 200,000 駐車料金，手数料，JR跡地，熱中症対策備品，トラック（吹奏楽楽器運搬・バット回収）

９　パンフ 印刷費 1,000,000 1,000,000 パンフレット印刷費(5,000冊)
１０　予備費 9,334,550 9,570,000 235,450

合　計 19,724,550 20,610,000 1,085,450 200,000

収入総額 支出総額

20,610,000 - 20,610,000 = 0
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令和７年度　第１０７回全国高等学校野球選手権宮城大会会計予算書　（案）



［収入］ ２０２５．４．１１．

前年度予算額 今年度予算 増 減 　　　　　　摘　　　　　要

１ 繰越金 0 0
２ 加盟金 加盟金 0 0

大会参加料 0 0
３ 事業収入 入場料 3,950,000 3,750,000 200,000 入場料 大人4,500*700，シニア2,000*300　

パンフ販売 510,000 510,000 パンフレット売上 1,700*300
放送協力金 0 0

４　助成金 0 0
５　その他 雑収入 0 0

積立金等繰入 0 0
利息 0 0

合　計 4,460,000 4,260,000 0 200,000

［支出］

前年度予算額 今年度予算 増 減 　　　　　　摘　　　　　要

１　競技費 球場使用料 1,000,000 1,100,000 100,000 球場使用料
試合球 300,000 300,000 試合球20打
その他 30,000 30,000 ロジン，石灰等

２　旅　費 役員交通費 500,000 550,000 50,000 運営委員旅費
補助員交通費 0 0
救護員 250,000 300,000 50,000 派遣看護師謝礼・肩肘検診
人件費 300,000 200,000 100,000 球場警備等（仙台市民・利府）
役員宿泊費 0 0

３　審判費 審判管理費 400,000 450,000 50,000 審判謝礼
審判交通費 0 0

４　会議費 役員会議費 0 0
５　食糧費 昼食費 400,000 450,000 50,000 大会役員・審判員昼食代

飲料費他 50,000 50,000 審判員飲料代
６　事務費 印刷費 100,000 100,000 入場券等印刷費

通信費 20,000 10,000 10,000 特設電話設置しない，データチャージ料
消耗品費 20,000 10,000 10,000 文具等
施設備品費 0 0

７　研修費 研修費 0 0
８　雑　費 分担金 0 0

式典費 0 0
保険料 0 0
助成費 0 0
慶弔費 50,000 50,000 東北大会出場祝金（3校），レプリカ
雑費 50,000 50,000 駐車料金，手数料等

９　パンフ 印刷費 200,000 150,000 50,000 パンフレット印刷費（2,500冊）
１０　予備費 790,000 460,000 330,000

合　計 4,460,000 4,260,000 300,000 500,000

収入総額 支出総額
4,260,000 - 4,260,000 = 0
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令和７年度　第７８回秋季東北地区高等学校野球宮城県大会会計予算書　（案）



2025年 4月現在

1 火 1 木 1 日
東北地区審判講習会

（山形）
1 火 1 金

秋連合チーム〆切　規則

委員会
1 月 1 水 1 土 1 月

2 水 2 金 2 月 2 水 2 土 2 火 2 木 2 日 2 火

3 木 3 土 3 火
夏連合チーム締切

春季東北大会抽選会
3 木 3 日

甲子園抽選会

選抜交流大会（石川）
3 水 3 金 秋軟式（～８日） 3 月 3 水

4 金 4 日 4 水 4 金 4 月 秋予選会運営委員会 4 木 4 土 4 火 4 木

5 土 5 月 5 木 5 土 夏軟式（～9日） 5 火 甲子園開幕 5 金
秋季県大会抽選会

第1回運営委
5 日 5 水 5 金

6 日 6 火 6 金 6 日 6 水 6 土 6 月 6 木 6 土
リーダー研修会

栄養講座

7 月 7 水 7 土 高総体① 7 月 7 木
秋予選会抽選会

（各地区同時開催）
7 日 7 火 7 金 7 日

8 火 （入学式） 8 木
春季県大会抽選会

第1回運営委
8 日 高総体② 8 火 8 金 8 月 8 水

第2回東北地区役員会

（岩手）
8 土

北海道東北交流試合①

（石巻市民球場）
8 月

9 水 9 金 9 月
第１回東北地区役員会

東北大会開会式(山形)
9 水 選手権宮城大会開会式 9 土 9 火 9 木 秋季東北大会① 9 日 北海道東北交流試合② 9 火

10 木 春連合チーム締切 10 土 10 火 春季東北大会① 10 木 （予備日） 10 日 10 水 　 10 金 秋季東北大会② 10 月 （予備日） 10 水

11 金
理事会・評議員会

（大和町まほろばホール）
11 日 11 水 春季東北大会② 11 金 11 月 11 木 第2回運営委 11 土 予備日 11 火 11 木

12 土 12 月 12 木 東北大会予備日 12 土 12 火 12 金 秋季県大会① 12 日 秋季東北大会③ 12 水 12 金

13 日 13 火 13 金 春季東北大会③ 13 日 13 水 13 土 ② 13 月 秋季東北大会④ 13 木 13 土
メンタル講習会

（～14日）

14 月 14 水 14 土 春季東北大会④ 14 月 14 木 14 日 ③ 14 火 予備日 14 金 14 日

15 火 15 木 第2回運営委 15 日
第2回審判講習会

(東部)
15 火 15 金 15 月 ④ 15 水 秋季東北大会⑤ 15 土 15 月

16 水 16 金 春季県大会① 16 月 第２回理事会 16 水 16 土 16 火 ⑤ 16 木 16 日 16 火

17 木 17 土 ②　春軟式（～22日） 17 火 17 木 17 日 17 水 ⑥ 17 金 17 月 17 水

18 金 18 日 ③ 18 水 18 金 18 月 18 木 ⑦準々決勝 18 土 18 火 18 木

19 土 19 月 ④ 19 木 19 土 19 火 19 金 予備日 19 日
第3回審判講習会

(南部)
19 水 19 金

20 日 20 火 予備日 20 金 20 日 20 水 20 土 ⑧準決勝 20 月 20 木 20 土

21 月 21 水 ⑤ 21 土 21 月 準々決勝① 21 木 21 日 予備日 21 火 21 金 21 日

22 火 22 木 予備日 22 日 22 火 準々決勝② 22 金 22 月 予備日 22 水 22 土 22 月

23 水 23 金 予備日 23 月 選手資格締切 23 水 （予備日） 23 土 秋季県大会（予選） 23 火 ⑨決勝・３決 23 木 23 日 23 火

24 木 24 土 ⑥準決勝 24 火 24 木 準決勝 24 日 秋季県大会（予選） 24 水 24 金 24 月 24 水

25 金 25 日 ⑦決勝・３決 25 水 第2回運営委 25 金 （休養日） 25 月 25 木 25 土
軟式東北大会①

(青森）
25 火 25 木

26 土 26 月 26 木
選手権大会抽選会（松島

町文化観光交流館）
26 土 （休養日） 26 火 26 金 26 日 軟式東北大会② 26 水 26 金

理事会・評議員会

（南部）

27 日 27 火 27 金 27 日 （休養日） 27 水 秋季県大会（予選） 27 土 27 月 予備日 27 木 27 土

28 月 28 水 28 土 28 月 決勝 28 木 28 日 28 火 軟式東北大会③ 28 金 28 日

29 火 29 木 29 日 29 火 （予備日） 29 金 29 月 滋賀国スポ（～10/2） 29 水 29 土 29 月

30 水 30 金 30 月 30 水
軟式東東北大会（宮城

～31日）
30 土 秋季県大会（予選） 30 火 30 木 30 日 30 火

31 土
東北地区審判講習会

（山形）
31 木 31 日 秋季県大会（予選） 31 金 31 水

備

考

2月　監査

3/9第1回審判講習会
各地区審判実践研修会

技術講習会

（地区ごと開催）

関節機能検査

1/14・15第3回東北地

区役員会(宮城)
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宮城県高校野球連盟  2025年度行事予定

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月



5月 春季県大会 抽選会 5月8日（木) 7月 選手権宮城大会 抽選会 6月26日（木） 9月 秋季県大会 抽選会 9月５日(金)

楽 仙 石 利 鹿 松 【計】 楽 仙 石 利 鹿 【計】 楽 仙 石 利 鹿 【計】

15 木 0 1 火 22 金 0

16 金 1回戦 3 × 3 3 9 2 水 23 土 予選会 〇 × 〇 0

17 土 1回戦 3 × × 3 軟 6 3 木 24 日 予選会 〇 × × 0

18 日 2回戦 × × 2 2 軟 4 4 金 25 月 0

19 月 2回戦 2 × 2 × 軟 4 5 土 夏軟式 軟 社 0 26 火 0

20 火 （予備日） 〇 〇 軟 〇 0 6 日 夏軟式 軟 社 0 27 水 予選会 0

21 水 準々決勝 2 2 軟 〇 4 7 月 夏軟式 軟 0 28 木 0

22 木 （予備日） 〇 〇 軟 0 8 火 夏軟式 軟 0 29 金 0

23 金 （予備日） 〇 〇 軟 0 9 水 開会式 1 軟 1 30 土 予選会 × 〇 × 0

24 土 準決勝 × 2 × 2 10 木 1回戦 予 3 3 〇 6 31 日 予選会 × × × 0

25 日 3決・決勝 × 2 × 2 11 金 1回戦 3 3 〇 6 1 月 0

26 月 （予備日） 〇 〇 0 12 土 1回戦 3 3 2 8 2 火 0

27 火 0 13 日 1回戦 3 3 2 8 3 水 予選会 0

28 水 0 14 月 2回戦 3 3 〇 6 4 木 0

15 火 2回戦 3 3 〇 6 5 金 0

31 16 水 2回戦 2 2 × 4 6 土 0

17 木 （予備日） × 〇 〇 0 7 日 0

18 金 （予備日） 〇 〇 〇 0 8 月 0

19 土 3回戦 2 2 〇 4 9 火 0

20 日 3回戦 × 2 2 4 10 水 0

21 月 準々決勝 × 2 〇 2 11 木 0

22 火 準々決勝 ○ 2 × 2 12 金 1回戦 2 2 2 6

23 水 （予備日） × 〇 × 0 13 土 2回戦 × × 2 2 4

24 木 準決勝 × 2 × 2 14 日 2回戦 × × 2 2 4

25 金 （休養日） × × × 0 15 月 2回戦 2 × 2 〇 4

26 土 （休養日） × × × 0 16 火 3回戦 2 2 〇 × 4

27 日 （休養日） × × × 0 17 水 3回戦 × 2 2 〇 4

28 月 決勝 1 × 1 18 木 準々決勝 × 2 2 4

29 火 （予備日） 予 × 軟 0 19 金 （予備日） 〇 〇 × 0

30 水 （予備日） 〇 軟 20 土 準決勝 2 × × 2

31 木 〇 軟 60 21 日 （予備日） 〇 × 0

22 月 （予備日） 〇 0

23 火 決勝・3位 2 2

24 水 （予備日） 〇 0

※仙台市民：23日以降リトルシニア全国大会開催 25 木

27 26 金 34
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月 係

（１）理事会・評議員会文書作成 メール送信 後藤

（２）各地区春季地区大会文書作成、大会案内 各地区メール送信 （地区理事）

（３）野球競技者登録システム承認作業 （地区理事）

（４）地区大会賞状・ルールブック・メンバー表・スコアシート準備 評議員会時配付 佐藤貴(財務部)

（５）校歌・選手肖像権使用届 メール送信 後藤

（６）提出物送付先一覧作成 メール送信 佐藤貴

（７）加盟校一覧作成用顧問調査用紙作成 メール送信 （情報部）

（８）春季県大会開催要項作成 佐藤貴

（９）春季県大会抽選会準備 佐藤貴（強化育成部）

（10）各球場申請手続き 佐藤貴（地区理事）

（10）その他（育成功労賞関係）

（１）春季県大会選手派遣願い作成、大会案内 メール送信 後藤

（２）春季県大会運営委員派遣願い作成 メール送信 後藤

（３）春季県大会運営委員会文書作成 メール送信 後藤

（４）東北地区役員会文書作成 東北各県発送 佐藤貴

（５）東北地区役員表彰準備 後藤

（６）春季県大会渉外及び準備 創文・河北新報 佐藤貴

（７）選手権大会渉外 朝日・吹奏楽・放送・スポ健 佐藤貴

（８）甲子園視察準備 （監督部）

（９）春季県大会動態作成 石垣美

（10）その他

（１）第2回理事会文書作成 メール送信 後藤

（２）選手権大会第1回運営委員会文書作成 メール送信 後藤

（３）選手権大会抽選会文書作成、大会案内 メール送信 後藤

（４）東北地区役員会 後藤

（５）選手権大会自治体渉外 各自治体 佐藤貴

（６）選手権大会報道関係渉外 朝日、その他の報道 佐藤貴

（７）選手権大会協力校渉外 放送・吹奏楽 佐藤貴

（８）選手権大会抽選会 会場・詳細 佐藤貴・後藤

（９）選手権大会パンフレット作成 朝日 佐藤貴

（10）その他

（１）選手権大会派遣文書作成 メール送信 後藤

（２）選手権大会渉外 各担当 佐藤貴

（３）甲子園視察文書作成 HP掲載 （強化育成部）

（４）選手権大会開会式 詳細 佐藤貴・後藤

（５）選手権大会褒章関係 賞状・優秀選手 佐藤貴

（６）選手権大会動態作成 石垣美

（７）その他
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【総務部年間業務】

※その他の部分については年間業務一覧参照

内容 備考

4

5

6

7



（１）甲子園視察 帯同 （監督部）

（２）球場申請 各球場 佐藤貴

（３）地区予選抽選会文書作成、大会案内 各地区メール送信 （地区理事）

（４）地区予選開催要項作成 各地区メール送信 （地区理事）

（５）地区予選報道関係渉外 佐藤貴

（６）その他

（１）秋季県大会選手派遣願い作成、大会案内 メール送信 後藤

（２）秋季県大会運営委員派遣願い作成 メール送信 後藤

（３）秋季県大会運営委員会文書作成 メール送信 後藤

（４）秋季県大会開催要項作成 メール送信 佐藤貴

（５）秋季県大会抽選会準備 佐藤貴（強化育成部）

（６）秋季県大会渉外及び準備 創文・河北新報 佐藤貴

（７）東北地区役員会文書作成 東北各県発送 佐藤貴

（８）選考委員会開催（21世紀枠） 県大会準決勝日 佐藤貴

（９）次年度計画案作成 佐藤貴

（10）秋季県大会動態作成 石垣美

（11）その他

（１）球場調整会議（仙台市民球場） 佐藤貴

（２）21世紀枠推薦文作成 佐藤貴

（３）その他

（１）第３回理事会文書作成 メール送信 後藤

（２）第２回評議員会文書作成 メール送信 後藤

（３）球場調整会議（楽天） 佐藤貴

（４）次年度年間計画作成 佐藤貴

（５）その他

（１）東北地区役員会文書作成 東北各県発送 佐藤貴

（２）２１世紀枠発表報道渉外 佐藤貴

（３）理事会議案書作成 後藤

（４）評議員会議案書作成 後藤

（５）その他

（１）第４回理事会文書作成 HP掲載 後藤

（２）球場調整会議（地方球場） （地区理事）

（３）その他

（１）理事会議案書作成 後藤

（２）次年度計画作成 佐藤貴

（３）その他

（１）第１回理事会文書作成 メール送信 後藤

（２）第１回評議員会文書作成 メール送信 後藤

（３）理事会・評議員会議案書作成 HP掲載 後藤

（４）その他
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2025 各加盟校と連盟との連絡について（１）  
（１）年度始め Excel ファイルについて 

   easyscore 等の Excel ファイルは，宮城県高野連のＨＰにアクセスしてダウンロードしてください。 

  画面上の   をクリックして，パスワード『        』を入力するとダウンロードできます。 

   野球ねっとから CSV データをダウンロードして，選手等のデータを入力すると，「easyscore」・「選手変更届」が作成 

  できます。 

（２）提出物について 

   次の様式を宮城県高野連ＨＰに掲載します。Ｆマークをクリックしてパスワードを入れて下さい。 

 様式 締切日 送り先 方法 

1 加盟校一覧役員名簿用原稿 ４月４日（金） chief@miyagi-kouyaren.com メールに添付 

2 

登録名簿（簡易） 

〔野球競技者登録システム 

           A４サイズ 1 通〕 

４月 30 日（水） 副理事長 （仙台高） 公印を押して郵送 

3 

①大会プログラムへの各校「校歌」 

 歌詞掲載について 

②大会プログラムへの選手個人名 

 等掲載への承諾について 

③加盟申請書について 

４月 30 日（水） 副理事長 （仙台高） 公印を押して郵送 

4 宮城県高野連加盟金 15,000 円 4 月 30 日（水） 岩村財務部委員長(仙台一) 振込 

5 
朝日アンケート 5 月 31 日（土） kishi-m6@asahi.com 

   （朝日担当記者：岸めぐみ） 

メールに添付 

6 
チーム写真 5 月 31 日（土） takahashi@hokuto-web.co.jp     

   （ホクトコーポレーション） 

メールに添付 

7 

①夏選手権大会選手資格証明書 

〔野球競技者登録システム A４サイズ 3 通〕 

②VTR・写真撮影等撮影許可願 

6 月 23 日（月） 

  16：00 必着 

事務局長 （仙台工業高） 

※データを、ホクトコーポレーションへメー

ル送信する必要はありません。 

公印を押して郵送 

8 

春・秋季県大会選手資格証明書 

〔野球競技者登録システム A４サイズ 1 通〕 

抽選会当日 抽選会受付に提出 

※データを、創文印刷へメール送信する

必要はありません。 

公印を押して持参 

＊５ 朝日新聞アンケートは，5 月６日（火）までに宮城県高野連 HP に掲載します。 

＊６・７・８ チーム写真と選手資格証明書（春・夏・秋）は，大会パンフレット用です。チーム写真は， 

   パンフレットのほか新聞紙面などに載せる予定ですので，生徒・保護者から承諾を取ってください。 

＊７ 夏の抽選会に関する文書は，6 月 2 日(月)に各校にメールで連絡します。 

＊８ 春・秋季「県大会」の文書等は，出場が決まり次第野球競技者登録システムに添付してお知らせします。 

【注意】 選手資格証明書の照合作業のときに，書類の不備や誤記入がみつかることがあります。野球ねっと登録時に， 

    誤入力があると，選手資格証明書を作成した際，すべてに反映されてしまいます。年度始めに登録する際は， 

    細心の注意を払ってください。 

（３）その他の諸様式 

 様式 送り先 方法 

1 追加登録，抹消 副理事長（仙台高） 郵送 

2 不祥事件報告書 理事長（仙台工業高） 理事長へまず電話。郵送 

3 県外試合挙行届 理事長（仙台工業高） 郵送 
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2025 各加盟校と連盟との連絡について（２）  
   

理事長   松本 嘉次     携帯電話 090（2603）9677 

t4yoshitsugu@sendai-c.ed.jp 
仙台市立仙台工業高等学校  〒983-8543 仙台市宮城野区東宮城野 3-1 

ＴＥＬ 022（237）5341  ＦＡⅩ 022（283）6478 

 

 

副理事長  鈴木  康     携帯電話 090（2977）1310 

  suzuki-ya@sendai-c.ed.jp 

仙台市立仙台高等学校  〒981-8502 仙台市青葉区国見ケ丘六丁目 52-1 

       ＴＥＬ 022（271）4471  ＦＡⅩ 022（271）1136 

 

 

副理事長  後藤  大     携帯電話 090（7072）5828 

  goto-hi436@td.myswan.ed.jp 

宮城県迫桜高等学校  〒987-2308 栗原市若柳字川南戸ノ西 184 番地 

ＴＥＬ 0228（35）1818  ＦＡⅩ 0228（35）1822 

 

 

事務局長  佐藤 貴志     携帯電話 090（8256）5405 

  chabo-st@sendai-c.ed.jp 

            宮城県高等学校野球連盟事務局   直通電話・FAX 022（236）6744 

仙台市立仙台工業高等学校 

 

 

 事務局次長  石垣 美映 携帯電話 080（5226）5684 

  ishigaki-mi078@td.myswan.ed.jp 

宮城県松島高等学校  〒981-0215 宮城郡松島町高城字迎山 3-5 

ＴＥＬ 022（354）3307  ＦＡⅩ 022（354）5847 

 

 

財務部長  岩村 圭祐    携帯電話 080（1191）0642 

  iwamura-ke876@td.myswan.ed.jp 

宮城県仙台第一高等学校  〒984-8561  仙台市若林区元茶畑 4 

      ＴＥＬ 022（257）4501  ＦＡⅩ 022（257）4503 

 

 

情報部長  清野 俊亮    携帯電話 090（8814）3964 

宮城県古川黎明高等学校  〒989-6175  大崎市古川諏訪 1-4-26 

       TEL 0229（22）3148   FAX 0229（22）1024 

        【宮城県高野連メールアドレス】 

   chief@miyagi-kouyaren.com  
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２０２５ 高校野球野球特別規則 並びに 使用用具制限 の運用について 

 

 

① １週間５００球の投球制限について 

【試合終了後】全ての試合において、公式記録を責任教師に配付し、投球数の確認を行う。 

【試合開始前】メンバー表交換時に、「投球実績表」を両校の責任教師に配付する。 

       （原則として、当該校が１週間に３試合以上実施される試合に限る。） 

 

 

② 継続試合のオーダー用紙の取り扱いについて 

【現 行】 

責任教師は、再度オーダー用紙に昨日の先発メンバーを記入し、交代した選手に二重線を引いて 

本部に提出する。 

 

【新 規】 

 責任教師は、再度オーダー用紙に試合が停止した時点の出場選手を記入する。 

出場選手以外の登録選手は控え選手欄に記入する。なお、交代した選手に二重線を引くこと。 

 

 

③ メンバー表交換時の使用用具の確認について 

【必 要】 テーピング、サポーター、リストガード、フェイスガード（さらに診断書が必要） 

      マニキュアの使用 

【不 要】 レッグガード、エルボーガード、手の指の保護具 

      サングラス、マウスガード 

      ※サングラスについては、試合前の用具点検時の確認とする。 
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２０２５ 宮城県高野連の熱中症対策 について 

 

 

① 熱中症特別警戒アラート（ＷＢＧＴが３５に達する場合）が発令された時 

→ 当日の試合は全て中止とし、翌日以降に順延する。 

 

② 熱中症警戒アラート（ＷＢＧＴが３３に達する場合）が発令された時 

→ 当日の朝に、運営委員会を開き、当該時間帯の試合の実施可否について協議し、必要であれば試  

合日時を変更する。 

 

③ 試合中にＷＢＧＴが３３を超えた場合 

→ 原則、当該試合を中断し、試合の実施可否について協議し、必要であれば継続試合とする。 

 

④ 暑さ指数が厳重警戒ランク（ＷＢＧＴが２８）以上で、守備側の時間が長引く場合 

→ １５分を超えて、２つのアウトが取れない場合、守備側の給水時間を設ける(１分程度)。 
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【2025 年度 普及振興部 活動計画（案）】 

（目的） 

野球人口の増加と継続率の向上（中体連出身者の継続率５０％以上）を目指し，宮城の野球文化及び，宮城

のスポーツ界の発展に寄与する。【現状：中体連４０％・シニア・ボーイズ約９０％ ※独自計算による】 

 

（ビジョン） 

低年齢層へ野球に触れる機会拡充に加え，指導者の指導力向上，支援を行い，生涯に渡って野球を愛する人

間を育てていく。「野球を愛する人が野球を愛する人を育成するサイクルの確立」 

 （１）ティーボール教室・楽天球団との共催による野球教室 

 （２）育成事業・スポ少野球教室・検診 

 （４）中高指導者の協議会開催 

 （５）ベースボール型授業への積極的参加 

 

（役職） 

委員長       利根川直弥 （石巻工）   → 他団体渉外，東部地区取りまとめ 

副委員長（会計） 菅原 翔平 （伊具）   → 会計，南部地区取りまとめ 

副委員長     冨樫 誠悦 （県工）     → 楽天野球団連携，中部地区取りまとめ 

副委員長     佐伯 友也 （加美農）   → 補佐，北部地区取りまとめ 

 

（事業内容） 

月 事前準備 実施 主担当 

4 
＞普及振興部会開催に向けて 

 派遣文書 

 利根川・冨樫 

 

5 

 

＞【夏】小中育成事業に向けて（各地区） 

  中学校へ案内文書 

  参加者とりまとめ 

  会場（球場）手配 

  医療機関へ依頼 

  栄養講話 栄養士へ依頼 

●第１回普及振興部会 

 

 

 

 

 

普及振興部員 

各地区担当 

6 

＞選手権宮城大会始球式に向けて 

 募集フォームの作成 

ＨＰ依頼 

とりまとめ 

応募者への連絡 

 

担当 

 

 

 

 

7 

 ●選手権宮城大会始球式 

●小中育成事業（各地区） 

●幼稚園等野球教室実施 

各地区 

各校 

各校 

8 

 ●小中育成事業（各地区） 

●幼稚園等野球教室実施 

各地区 

各校 

 



35

9 ＞【秋】小中育成事業に向けて（各地区） 

  中学校へ案内文書 

  参加者とりまとめ 

  会場（球場）手配 

  医療機関へ依頼 

 栄養講話 栄養士へ依頼 

 

＞中高指導者の協議会開催に向けて 

 中体連との連絡調整 

 各地区担当 

 

 

 

 

 

 

利根川・冨樫・各

地区担当 

10  ●小中育成事業（各地区）開催 各地区 

11 

 

＞中高指導者の協議会開催に向けて 

 役員会の開催 

●小中育成事業（各地区） 開催 

 

 

各地区 

利根川・冨樫・各

地区担当 

12 

 

 

 

＞プロアマ野球教室 告知 

  参加者告知 → とりまとめ 

  野球教室高校生派遣文書 送付 

  野球教室参加顧問派遣文書 送付 

●中高指導者の協議会 

 

●評議員会 報告 

 

 

 

 

利根川・冨樫・各

地区担当 

利根川 

各地区担当・冨樫 

 

 

 

1 

＞普及振興部会開催に向けて 

 派遣文書 

 

＞プロアマ野球教室 告知 

  参加者告知 → とりまとめ 

  野球教室高校生派遣文書 送付 

  野球教室参加顧問派遣文書 送付 

 

 

 

●スポ少野球教室 

 

 

 

 

●東北地区普及振興会議 

利根川・冨樫 

 

各校 

各地区担当 

 

 

 

利根川 

2 
 

 

●プロアマ共同野球教室 開催 

●普及振興部会 

●スポ少野球教室 

各地区担当 

普及振興部員 

各校 

3 

 

 

 

 

 

●今年度事業報告    → 提出 

●今年度事業決算書  → 提出 

●次年度事業計画立案→ 提出 

●次年度予算案立案  → 提出 

●評議員会(4月)資料作成 → 提出 

利根川，冨樫 

菅原 

利根川，冨樫 

菅原 

利根川 
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令和７年度 宮城県高野連 強化育成部活動方針 

 

2025.4.11 

 強化育成部 

 

１ 業務内容 

      １）リーダー研修会 計画・立案 

      ２）宮城県ピックアップチームの活動 計画・立案 

      ３）メンタルトレーニング講習会 計画・立案 

４）技術講習会 計画・立案（各地区毎） 

      ５）１年生大会・育成大会 計画立案（各地区毎） 

   ６）各講習会（スコアシート，アナウンス等） 計画・立案（各地区毎） 

    

２ 宮城県高野連 強化育成事業について 

      １）リーダー研修会（１２月６日） 担当 酒井（気仙沼） 

            各校の主将が集い，県全体の意識の高揚を図る 

   ２）宮城県ピックアップチームの活動（８月１，３，４日） 

      対戦チーム 仙台六大学野球連盟（８月１日）石巻市民球場 

石川県高野連ピックアップチーム（８月３，４日）石川県        

３）メンタルトレーニング講習会（１２月１３，１４日） 

       

３ 各地区 強化育成事業について 

      １）地区技術講習会 

      ２）１年生大会（育成大会） 

      ３）スコアシート・アナウンス講習会 

                   

４ 今後の取り組み 

１）新たな強化育成策の構築 

 ・技術講習会 

 ・１年生大会，育成大会 

２）NPB 主催事業「夢の向こうに」宮城県開催の準備 

  令和７年度 福井県 

  令和８年度 宮城県 



月 係

（１）強化育成事業年間計画作成 HP掲載 平塚、榊

（２）その他 平塚

（１）第１回強化育成部会 平塚、榊

（２）その他 平塚

（１）第２回理事会議案書作成 平塚、榊

（２）宮城県ピックアップチーム編成委員会 平塚、榊

（３）その他 平塚

（１）１年生大会（交流大会）企画・立案 各地区 平塚、担当

（２）ピックアップチームセレクション 榊、穀田

（３）その他 平塚

（１）技術講習会企画・立案 各地区 平塚、担当

（２）ピックアップチーム強化交流大会 榊、穀田

（３）その他 平塚

（１）リーダー研修会開催要項作成 酒井

（２）１年生大会（交流大会）開催要項作成 各地区 平塚、担当

（３）その他 平塚

（１）技術講習会開催要項作成 各地区 平塚、担当

（２）１年生大会（交流大会）実施 各地区 平塚、担当

（３）その他 平塚

（１）第３回理事会議案書作成 平塚

（２）技術講習会実施 各地区 平塚、担当

（３）リーダー研修会派遣文書作成 HP掲載 酒井、平塚

（４）メンタルトレーニング講習会　派遣文書作成 早坂、平塚

（５）その他 平塚

（１）リーダー研修会 佐伯

（２）メンタルトレーニング講習会 早坂、平塚

（３）第３回理事会議案書作成 平塚、榊

（４）その他 平塚

（１）次年度計画作成 平塚、榊

（２）次年度予算書作成 平塚、榊

（３）その他 平塚

（１）第４回理事会議案書作成 平塚、榊

（２）その他 平塚

（１）第１回理事会議案書作成 平塚、榊

（２）第１回評議員会議案書作成 平塚、榊

（３）その他 平塚
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【強化育成部年間業務】

※その他の部分については年間業務一覧参照

内　　　容 備　　考

4



【審判規則部】
≪業務内容≫

１）野球規則改正周知徹底

２）東北地区審判技術講習会計画立案（東北六県ローテーション）年１回（６月）

３）宮城県審判技術講習会計画立案（審判団）年３回（3月・６月・10月）

４）宮城県各地区審判実践研修会（年１回）

５）宮城県規則委員会（８月・春季地区予選から選手権大会の反省会）

６）その他

　　＊審判講習会のモデル校の積極的な参加を促す。

　　＊審判実技研修会等において、スキルアップできる講習内容の検討

　　＊審判員確保に向けた広報活動実施（ＨＰ・マスコミの活用）

≪年間業務予定≫

月 行事 文書作成 担当 備考

年間計画作成 委員長・副委員長

各地区審判実践研修会計画作成 各地区

各地区審判実践研修会要項作成 各地区

各地区審判実践研修会派遣文書作成 各地区

東北地区審判技術講習会派遣文書作成 2025年山形県

第２回審判技術講習会開催要項作成 委員長・副委員長

第２回審判技術講習会派遣文書作成 委員長・副委員長

東北地区審判技術講習会 第２回理事会議案書作成 委員長・副委員長

第２回審判技術講習会 各担当地区

審判規則委員会開催要項作成 委員長・副委員長

審判規則委員会派遣文書作成 委員長・副委員長

8 審判規則委員会 委員長・副委員長

第３回審判技術講習会開催要項作成 委員長・副委員長

第３回審判技術講習会派遣文書作成 委員長・副委員長

10 第３回審判技術講習会 各担当地区

11 高野連附属審判団納会 第３回理事会議案書作成 委員長・副委員長

12 第２回評議員会 今年度反省事項・次年度計画作成 委員長・副委員長

1 第４回理事会議案書作成 委員長・副委員長

次年度第１回理事会議案書作成 委員長・副委員長

次年度第１回審判技術講習会要項作成 委員長・副委員長

次年度第１回審判技術講習会派遣文書作成 委員長・副委員長

審判規則部年間計画作成 委員長・副委員長

審判技術講習会年間計画作成 委員長・副委員長
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第１回審判技術講習会
高野連附属審判団総会

6

令和７年度　宮城県高野連　キャッチフレーズ

今を駆け抜け　未来を掴め　　～感謝込めた全力プレー～

4 第１回評議員会

5

7

9
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【令和７年度行事予定】

１）第１回審判講習会（中部地区東②担当）

期日：３月９日（日）

場所：仙台育英高校グランド

モデルチーム：仙台育英高校

時程：午前中⇒審判講習会　午後⇒附属審判団総会

高野連出席者：会長・理事長・事務局長・審判規則部（委員長・副委員長）・財務部委員長・情報部委員長

２）東北地区審判講習会（東北地区ローテーション）

期日：５月３１日（土）～６月１日（日）

場所：山形県（球場未定）

参加：日本高等学校野球連盟（講師４名）＋開催県24名＋他県各４名の審判員参加予定

　　　（宮城県からは　名参加予定）

３）第２回審判講習会（東部②地区）

期日：６月１５日（日）

場所：日本ウエルネス宮城高グランド

モデルチーム：（日本ウエルネス宮城・石巻・宮城水産・石巻商・石巻工・石巻好文館）

時程：詳細未定

高野連出席者：会長・理事長・事務局長・審判規則部（委員長・副委員長）・財務部委員長・情報部委員長

４） 規則委員会事例アンケート

〆切：７月３０日（水）

提出先：審判規則部委員長（メールorＦＡＸ）

５）規則委員会（春季地区予選から選手権大会の反省会）

期日：８月１日（金）

場所：仙台工業高校工耀会館予定

時程：10時～

出席者：理事長・副理事長・審判規則部（部長・委員長・副委員長・各地区チーフ）

　　　　各地区理事１名・軟式部会・附属審判団常任理事

６）第３回審判講習会（南部①地区）

期日：１０月１９日（日）

場所：名取市民球場

モデルチーム：（仙台城南・仙台向山・仙台西・仙台南・名取北・名取・仙台高専名取・宮城農業）

時程：詳細未定

高野連出席者：会長・理事長・事務局長・審判規則部（部長・委員長・副委員長）・財務部委員長・情報部委員長

７）各地区審判実践研修会

期日・場所・内容：シーズン中に各地区（地区理事と地区審判）で決定

38
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令和 ７年度  第１回審判講習会実施要項 

 

                              主 催 宮城県高等学校野球連盟 

                              主 管  同 上  附属審判団 

 

 

 1．日  時   令和 ６年 ３月９日（日） ８：３０～１６：００ 

 2．会  場   仙台育英学園高等学校グランド 

 3．講  師   宮城県高等学校野球連盟附属審判団  技術部長 

                 〃           技術部員 

 4．モデルチーム 仙台育英学園高校 

5．服  装   審判のできる服装（スパイクシューズ）を用意して下さい。 

 6．携 帯 品   筆記用具、2025年度版公認野球規則、2025年度版高校野球審判の手引き 

 7．質問事項   大会等で問題となったケースについて質問がありましたら書面で提出して下さい。 

 8．そ の 他   時間厳守ですので、受講者は注意して下さい。 

 9．時  程       8:30 ～    受付・班編成完了 

            9:00 ～ 9:10 開講式 

            9:10 ～12:00 実技練習 

           12:00 ～13:00 昼食・休憩 

           13:00 ～15:00 総会 

               15:00 ～16:00 役員会 

               16:00 ～     解散 
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令和 7年度  第２回審判講習会実施要項 

 

                              主 催 宮城県高等学校野球連盟 

                              主 管  同 上  附属審判団 

 

 

 1．日  時   令和 7年 ６月 15日（日） ８：３０～１３：００ 

 2．会  場   日本ウエルネス宮城高グランド 

 3．講  師   宮城県高等学校野球連盟附属審判団  技術部長 

                 〃           技術部員 

 4．モデルチーム 日本ウエルネス宮城高校・〇〇高校 

5．服  装   審判のできる服装（スパイクシューズ）を用意して下さい。 

 6．携 帯 品   筆記用具、2025年度版公認野球規則、2025年度版高校野球審判の手引き 

 7．質問事項   大会等で問題となったケースについて質問がありましたら書面で提出して下さい。 

 8．そ の 他   時間厳守ですので、受講者は注意して下さい。 

 9．時  程       8:30 ～    受付・班編成完了 

            9:00 ～ 9:10 開講式 

            9:10 ～12:00 実技練習 

           12:00 ～13:00 閉講式・昼食 

           13:00 ～    解散 
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令和 ７年度  第３回審判講習会実施要項 

 

                              主 催 宮城県高等学校野球連盟 

                              主 管  同 上  附属審判団 

 

 

 1．日  時   令和 ７年 １０月 １９日（日） ８：３０～１３：００ 

 2．会  場   名取市民野球場  雨天時：〇〇高等学校 

 3．講  師   宮城県高等学校野球連盟附属審判団  技術部長 

                 〃           技術部員 

 4．モデルチーム 南部①地区 

5．服  装   審判のできる服装（スパイクシューズ）を用意して下さい。 

 6．携 帯 品   筆記用具、2025年度版公認野球規則、2025年度版高校野球審判の手引き 

 7．質問事項   大会等で問題となったケースについて質問がありましたら書面で提出して下さい。 

 8．そ の 他   時間厳守ですので、受講者は注意して下さい。 

 9．時  程       8:30 ～    受付・班編成完了 

            9:00 ～ 9:10 開講式 

            9:10 ～12:00 実技練習 

           12:00 ～13:00 閉講式・昼食 

           13:00 ～    解散 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



月 内容 備考 係

(1) 部員数調査（登録） 日本高野連

(2) 加盟校一覧作成 完成次第メールにて送信 情報部委員長

(3) 記念誌編纂作業 中部・東部情報部

(4) 春季地区大会（硬式）記録 各地区情報部

(5) その他（過去の記録掘り起こし作業）

(1) 春季地区,県大会（硬式・軟式）記録 北部・南部情報部

(2) 春季県大会一球速報運営・管理 情報部副委員長

(3) 記念誌編纂作業,戦績一覧編纂作業 中部・東部情報部

(4) その他

(1) 記念誌編纂作業 中部・東部情報部

(2) 春季東北大会（硬式・軟式）記録 HP掲載のみ 情報部委員長

(3) その他

(1) 選手権宮城大会（硬式・軟式）記録 情報部委員長

(2) 選手権大会一球速報運営・管理 情報部副委員長

(3) 記念誌編纂作業 中部・東部情報部

(4) その他

(1) 選手権東東北大会（軟式）記録

(2) 選手権大会（硬式・軟式）記録 HP掲載のみ 情報部委員長

(3) 秋季地区大会（硬式）記録 各地区情報部

(4) その他

(1) 秋季地区,県大会（硬式・軟式）記録 北部・南部情報部

(2) 秋季県大会一球速報運営・管理 情報部副委員長

(3) その他

(1) 秋季東北大会（硬式・軟式）記録 情報部委員長

(2) 国体記録 HP掲載のみ 情報部委員長

(3) その他

(1) 技術講習会記録 写真撮影・HP掲載 情報部委員長

(2) 神宮大会記録 情報部委員長

(3) その他

(1) 第３回理事会議案書作成 情報部委員長

(2) リーダー研修会・指導者講座記録 写真・動画撮影・HP掲載 情報部委員著

(3) その他

(1) 次年度計画作成 情報部委員長

(3) その他

(1) 第４回理事会議案書作成 情報部委員長

(2) 高体連へ年間記録の報告 情報部副委員長

(3) 第１回理事会・評議員会議案書作成 情報部委員長

(4) その他

(1) 選抜大会（硬式）記録 情報部委員長

(2) その他 情報部委員長

(1) HP更新 随時,各種行事写真撮影 情報部委員長

(2) 記録関係（大会前） 電子スコア・やぐら・スコアボード準備 情報部委員長

(3) 記録関係（大会中） 球数記録・報道へ送信・記録管理 情報部委員長

(4) ネットワーク・パソコンメンテナンス 各地区情報部
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7

【情報部年間業務】

※その他の部分については年間業務一覧参照

4

5

6

1

2

3

年間

8

9

10

11

12
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Excel 新様式について 
情報部 

昨年度より部員登録，選手資格証明書等は野球ねっとを使用していることをうけ，野球ねっとでは行

えないもののみ Excel 新様式を使用して行うものとします。 

 

Excel 新様式で行うこと 

野球ねっとで継続申請・新規申請を行った後，野球ねっとから構成員情報をダウンロードしてください。 

野球ねっとログイン → 変更申請 → 構成員情報 → CSV ダウンロード 

 

Excel 新様式に CSV データ貼り付けを行ってください。 

 

選手変更届や easy score 用貼り付けデータは，野球ねっと CSV データを貼り付けると作成可能となり

ます。 
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easy score データ作成手順 

情報部 

宮城県高等学校野球連盟では選手権大会および県大会以上の大会で一球速報を行っております。出場

校には一球速報を行うための easy score データの作成をお願いしております。作成方法は以下の手順で

す。 

１ Excel 新様式から easy score 用シートをコピーし,一球速報インポート様式にペーストする。 

 

※ペーストする際は team１にペーストする。 
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２ ペースト後以下の作業を行う。 

 

① team1 を自校名に変更する。（自校名は組合せ表の名称でお願い致します） 

② 背番号を入力し，背番号付き選手以外は行を削除する。 

③ ふりがな，身長，体重は削除する。 

④ 略名は名字のみで。名字かぶりは名前の 1 文字目まで。 

⑤ 学年は全角数字で１年，２年，３年で表記。 
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公式戦の結果報告書及びスコアの保存について 
情報部 

 
① 結果報告書様式に入力する。※詳しい作成方法は別紙参照 

入力ミス（名字かぶりも注意）や記載漏れ（暴投・捕逸の個数など）のないよう，照合をしっかり行

う。 

 ※報告書にミスがあるとその後の作業に大きく影響を及ぼします。 

 

②結果報告書(PDF 化したものと本体)を Google ドライブ へ 
【１】PDF 化したもの →Google ドライブに保存する。 

     保存先：Google ドライブ → マイドライブ → 報道用 → 2024 年度 → 各大会へ保存 

   

【２】エクセル本体→Google ドライブ保存（ホームページにこの内容で掲載される。） 

保存先：Google ドライブ → マイドライブ → 運営用 →各大会へ保存 

 

※報道用に入れるファイルは全て PDF ファイルになるのでご注意を！！ 
 

③電子スコアを Google ドライブ へ     ＩＤ:  miyagikouyaren 
 作成した各試合電子スコアを以下のように処理する。 

【１】ＰＤＦ化したもの →①結果報告書と同様に Google ドライブに保存する。 

(マスコミ公開) 

②運営用にも保存する。 

【２】本体        →運営用に保存する。 
 

※報道用に入れるファイルは全て PDF ファイルになるのでご注意を！！ 
 

④報道からの問い合わせに備えて，当日のスコアを保持 
次の日以降に返却する。決して，球場に置きっぱなしにしない。 

 

 

【1】各大会結果報告書は Goole ドライブより各報道が各自ダウンロードすることになりました。メー

ルで送信する必要はありません。 

【2】パソコンのアップデートは大会中行わないように停止をお願いします。また、通信料をできるだけ 

使わないように必要最小限での運営をよろしくお願いします。 

【3】各地区大会中にメールを流している地元紙については各地区で報告してください。 
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結果報告書作成手順 

 

①リストより大会名を選択する。 

②リストより試合会場を選択する。 

③記入責任者の氏名，連絡先を入力する。 

④リストより何回戦かを選択する。 

⑤ランニングスコアを入力する。 

 ※数字は半角，×は半角エックス大文字（Shift＋X）で統一とする。 

⑥打撃戦績を入力する。 

 ※１数字は半角数字で入力する。 

 ※２打撃戦績の点は打点を入力する。 

 ※３長打成績を入力する際，1 安打のときは数字を省略する。 

 ※４暴投，捕逸の数字は省略しない。 

 

お手数をおかけしますが作成後は地区大会中は各球場で確認作業を行って

ください。訂正箇所等がありますと確認・修正する作業に時間がかかり，係り

の者の負担が多くなります。各球場の責任の下よろしくお願い致します。なお

県大会につきましては本部照合がありますので各球場チェックは必要ありま

せん。 

 

4 月 23 日: 土 ←報告者氏名(学校名)

←報告者携帯番号

◇ [ ] 2 30 分 ←中断時刻

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 計 ←点灯時刻

1 1 1 1 2 0 6 0 1 13 ←コールドゲーム

1 1 0 0 0 2 2 1 1 8 ←延長

[球] [一] [二] [三] ←線審

打 安 点 盗 犠 四 振 残 失 併

38 16 11 3 4 7 4 9 4 2 - ←名字の同じ選手に注意

34 9 5 1 0 9 7 8 0 0 -

2023/2/15 16:11試合結果報告書

陶芸の里スポーツ公園野球場

清野俊亮

000-0000-0000

[本]

第１試合

審判

バッテリー（投-捕)

宮城高校

高野連高校

【宮城高校】

審判１

大会名： 第17回春季宮城県高等学校野球北部地区大会

[三]

[暴投]

[捕逸]

１回戦 時間試合時間

【高野連高校】

TEAM

審判２ 審判3

選手G

[二]

試合期日：

試合会場：

2022年 報告者

連絡先

曜日

なし

選手A，選手B(宮)，選手C(高)

(宮城高校) 選手D2，選手E，選手F

(高野連高校)

選手A１(宮)，選手C３(高)

選手D１(宮)，選手G１(高)

審判４

選手A，選手B 選手D

選手C

選手G2，選手H
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宮城県高野連 監督部 

委員長（佐沼高校） 松井康弘 

   

 １ 監督部の業務内容 

 

 ① 監督の指導力向上  

・指導者向けの研修や視察の企画・人選のとりまとめ 

 ・指導者同士の交流など 

 

 ② 監督と県高野連を繋ぐ（提案・協議事項の吸い上げ等） 

 ・大会運営等についての意見を吸い上げ、県高野連に要望や提案を行う  

・地区代表校選出検討委員会（各地区１名の選出）に参加し、これからの大会開催方 

法等について監督としての立場から提言をする 

 

 ２ 各種事業への派遣について 

 

 ・全国高等学校野球選手権大会視察 (8 月 南部・中部) 

・明治神宮野球大会視察（11 月 東部・北部） 

 ・甲子園塾派遣 （12 月）中部・芳賀崇先生（仙台東） 

    

  ※希望される場合は地区監督部員にお声がけください。 

   

 ３ 指導者講習会講師選定について 

  ・ご希望される方がいらっしゃいましたら監督部までお声がけください。  
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令和 7 年度 健康管理部 年間活動計画（案） 

 

１ 構成員 

 部 長 加藤真也（南部：白石） 

 副部長 【関節技能検査担当】千葉厚（中部：仙台第一） 

【栄養講座担当】村上拓也（東部：石巻北） 

 会 計 神戸陽知（北部：小牛田農林） 

 部 員 朝倉 惇（北部：古川）、佐藤雄（南部：大河原産業）、 

布宮遼太（中部：仙台第三）、   （東部：     ） 

 外 部 医療関係者、栄養士 

 

２ 主な業務内容 

 （１） 関節機能検査 

 （２） 栄養講座 

 （３） 熱中症対策 

 （４） 企画立案（実施は次年度以降） 

   ① 各種講習（頭部死球や熱中症の応急処置、救命救急など） 

   ② 看護科、体育科、福祉科、食品科などを有する高等学校との連携事業 など 

 

３ 年間計画 

月 主な活動など 備考 主担当 

４ 〇顔合わせ 

 

 

〇部会準備 

 

・今後の連絡手段の確認 

・関節技能検査について など 

 

・会場、日時等の設定、派遣文書作成 

・旅費準備 

 

加藤 

 

 

加藤 

神戸 

５ 〇第１回部会 

 

 

 

〇外部団体への依頼 

・関節機能検査、栄養講座について 

・オンライン実施も検討 

・普及振興部会と合同実施も検討 

 

・医療関係者 

・栄養士 

 

加藤 

 

 

 

千葉、加藤 

村上、加藤 

６ 〇関節機能検査打合せ 

 

 

〇熱中症等対策について 

・会場、時間、方法、役割分担等 

・旅費等について 

 

・対策案、各種記録用紙の作成 

 

千葉、加藤 

神戸 

 

加藤 
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７ 〇関節機能検査（夏） 

 

〇大会中の熱中症等対策 

・抽選会時に実施 

 

・開会式中の対策、傷病者の介助 

・気温や傷病者数の記録 

・救急箱の確認 

 

健康管理部 

 

各球場 

８ 〇関節機能検査打合せ 

 

 

〇大会中の熱中症等対策 

・会場、時間、方法、役割分担等 

・旅費等について 

 

・熱中症対策（夏）に準じる 

・救急箱の確認 

 

千葉、加藤 

神戸 

 

各球場 

９ （熱中症等対策）  各球場 

１０ 〇栄養講座打合せ ・会場、時間、方法、役割分担等 

・旅費について 

 

村上、加藤 

神戸 

１１ （東北北海道交流戦）   

１２ 〇栄養講座 

 

〇評議員会資料作成 

 

・実施時期は暫定 

 

・関節機能検査関連 

・栄養講座関連 

・熱中症、その他 

 

健康管理部 

 

千葉 

村上 

加藤 

１ 〇健康管理部会準備 

 

 

〇関節機能検査（冬） 

・会場、日時等の設定、派遣文書作成 

・旅費準備 

 

・関節機能検査（夏）に準じる 

・実施時期は暫定 

 

加藤 

神戸 

 

健康管理部 

２ 〇健康管理部会 

 

 

〇決算報告 

 

〇各種資料準備 

 

 

 

・今年度反省 

・次年度計画 など 

 

 

 

・関節技能検査関連 

・栄養講座関連 

・会計関連 

・全般、その他 

 

加藤 

 

 

神戸 

 

千葉 

村上 

神戸 

加藤 

３ 〇各種資料訂正、提出   

  



H29(30件)　H30(15件)　R1(30件)　R2(13件)　R3（27件） R4(36件)　 R5(27件)

番号 月日 内　　　　　容 処　分　結　果

1 9.11 1年生部員4名　卑猥な行為 宮城県高野連会長注意

2 9.12 1年生部員1名　けんか 宮城県高野連会長注意

3 9.12 1年生部員1名　SNSによる誹謗中傷行為 宮城県高野連会長注意

4 9.25 2年生部員2名(男・女)　不純異性行為 宮城県高野連会長注意

5 9.25 1年生部員1名　飲酒行為 宮城県高野連会長注意

6 10.4 2年生部員1名　携帯無断使用 宮城県高野連会長注意 　

7 10.10 2年生部員1名　SNSによる誹謗中傷行為 宮城県高野連会長注意

8 10.17 1年生部員4名　不正乗車 宮城県高野連会長注意

9 10.17 1年生部員1名　不適切画像所持 宮城県高野連会長注意

10 11.6 1年生部員1名　盗撮行為 宮城県高野連会長注意

11 11.8 3年生部員4名　2年生部員1名　飲酒 日本高野連会長厳重注意(改善計画書)

12 11.18 1年生部員1名　喫煙同席 宮城県高野連会長注意

13 12.2 1年生部員1名　SNS不適切使用 宮城県高野連会長注意

14 12.4 1年生部員2名　2年生部員1名　けんか 宮城県高野連会長注意

15 12.4 3年生部員1名　SNS不適切使用 宮城県高野連会長注意

16 12.16 2年生部員4名　暴力・嫌がらせ行為 日本高野連会長厳重注意(改善計画書)

17 12.19 1年生部員1名　暴力行為 宮城県高野連会長注意 　

18 1.16 1年生部員5名　嫌がらせ行為 宮城県高野連会長注意

19 1.31 1年生部員1名　誹謗中傷行為 宮城県高野連会長注意

20 　

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36
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不祥事件関係㊙


